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第７６回車座集会意見交換内容（宮前区） 

 

１ 開催日時 令和７年９月６日（土） 午前１０時００分から午後０時０２分まで 

２ 場  所 宮前区役所 ２階ロビー 

３ 参加者等 参加者１３名、傍聴者約１０名  合計２３名 

 

＜開会＞ 

司会：それでは、定刻となりましたので、ただいまから第７６回車座集会を始めさせていただきます。 

 私は、本日の司会を務めます宮前区役所企画課の玉井と申します。どうぞよろしくお願いいたします。あ

りがとうございます。 

 まず、本日の開催趣旨について、ご説明いたします。 

 宮前区には、アーティストとして活動している区民が多い一方、こうした活動や作品を発表する場所が少

ないことが課題になっており、アートを展示する場所として、区役所等の公共施設の活用をきっかけに、区

内の民間施設に広げるなど、アーティストの活動の場の確保と区民がアートに触れる機会を増やしていくこ

とを目指して、「アートでつながる宮前区」を車座集会のテーマといたしました。 

 本年５月には、地域の課題について議論する場である宮前区地域デザイン会議において、アートの可能性

等について議論を行いました。 

 本日は、アートに関する区内の取組等を紹介させていただき、ご参加いただいている皆様からご意見を伺

いながら、アートが持つ様々な可能性に期待し、区の魅力発信や地域課題の解決等と掛け合わせながら、ア

ートを通じて様々な人がつながるまちを目指して、福田市長と参加者の皆様で議論し、この取組を区内に広

げていくきっかけをつくれたらと考えております。 

 それでは、本日ご参加いただいている皆様をご紹介させていただきます。 

 お名前をお呼びいたしますので、手を挙げていただきますよう、よろしくお願いいたします。 

 鷺沼で、アーツカイロプラクティックさぎぬまを経営し、自らアーティストとして活動しながら、店舗に

作品等を展示している朝倉穂高さん。 

 宮前区在住のロシア人写真愛好家で、宮前区で撮り続けた写真を集めたネットギャラリー「みやまえ日

和」を開設したほか、区内のカフェなどで写真の展示を行っているアレン・スミルノフさん。 

 川崎市アートコミュニティ形成プロジェクト「こと！こと？かわさき」の第２期ことラーで、イラストレ

ーター・グラフィックデザイナーとしても活動されている安藤尚美さん。 

 宮前区のグルメやイベントの情報をウェブ上で発信する「鷺沼ファン」の管理者である石川甚敬さん。 

 建築・デザイン・不動産などの領域を横断して様々なプロデュースを行うｂｏｎｖｏｙａｇｅの代表取締

役で、鷺沼駅前のｃａｆé＆ｂｉｓｔｒｏ ＳＵＢＵＲＢを運営されている和泉直人さん。 

 宮前区において、不動産仲介等を行っている株式会社電通ハウジングに勤務され、コミュニティサイト

「ふらっと宮前区」の管理人としても活動されている稲木一幸さん。 

 平にある「地域活動支援センターアトリエ言の葉」の施設長である大高玲さん。 

 美術家として活動され、２０２０年度の川崎市市勢要覧「カワサキノコト」の表紙デザインも担当してい

ただいた京森康平さん。 

 菅生ケ丘で、子ども食堂、障がい福祉サービス、コーヒー販売等を行う「エリーズカフェ」を運営されて

いる小林貴大さん。 

 宮前区役所道路公園センター所長の武久倫也さん。 

 株式会社クリップの代表で動画制作等を行っている宮本哲也さん。 

 イラスト、壁画、ボディーペイントなど絵描き屋として、Ｋｅｐｐｙ（ケッピー）の愛称で活動されてい
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る武藤慧子さん。武藤さんには、この車座集会の時間の中で、市内企業である日本理化学工業さんが販売し

ている窓ガラスにも描ける絵具、キットパスを使ったライブペイントに挑戦していただきます。 

 総合川崎臨港病院の理事長で、病院で時間を過ごす子供たちから不安な気持ちを取り除き、アートの作成

を通じて、入院生活を楽しく過ごすために活動されている、認定ＮＰＯ法人キッズアートプロジェクトの理

事長でもある渡邊嘉行さん。 

 以上となります。 

 本日はよろしくお願いいたします。 

 続きまして、行政からの出席者を紹介いたします。 

 福田紀彦川崎市長でございます。 

 

市長：よろしくお願いします。 

 

司会：齋藤正孝宮前区長でございます。 

 それでは、開会に当たりまして、福田市長からご挨拶申し上げます。 

 福田市長、お願いいたします。 

 

＜市長挨拶＞ 

市長：皆さん、改めまして、おはようございます。 

 第７６回の車座集会ということで、もうこんなになったかと思うんですけれども、でもテーマでアートが

上がったことは、恐らく自分の中の記憶では初めてじゃないかなというふうに思います。 

 とてもうれしく思っているんですけれども、昨年市制１００周年ということで、その象徴的な事業が緑化

フェアというものをやらせてもらいました。そこのタイトルが「Ｇｒｅｅｎ Ｆｏｒ Ａｌｌ ＫＡＷＡＳ

ＡＫＩ」と。緑でつなげる、みんながつながるということで、緑を介して、だんだんみんながつながってい

くというふうなことをこれからどうやってつくっていくかなということをタイトルにしたわけですけれども、

実は、これはあまり言っていないんですけど、ちょっとパクリみたいなところがありまして、「Ｇｒｅｅｎ 

Ｆｏｒ Ａｌｌ」は、どこから発想、着想がきたかというと、実は日本財団さんがスポーツ・フォー・オー

ルという取組をやっていて、全ての人たちにスポーツをしてもらいたいし、楽しんでもらいたいしみたいな、

そういうようなプロジェクトをやっておられて、僕はスポーツ・フォー・オールと聞いた瞬間に、物すごく

みんなを巻き込むインクルーシブな言葉だなというふうに思ったんですね。 

 今度の緑化フェアも、そして川崎でもっと伸ばしたいところは、グリーンとアートだと思って、アート・

フォー・オールかわさきでＧｒｅｅｎ Ｆｏｒ Ａｌｌ ＫＡＷＡＳＡＫＩと、この２つの分野については、

もう多くの人たちを巻き込んで、そういう世界観を川崎でつくっていきたいなというふうな思いがあって、

アート・フォー・オールかわさきもいろんな、ことラーの皆さんだとか、そんな取組を今、行っています。 

 ですから、こういう形で、宮前区で、アートで人をつなげていこうというふうなことを議論するという場

を設けていただいたことにとても感謝をしています。そして楽しみで、ちょっと今日はわくわくするなとい

うふうに思っています。 

 午前中、本当に貴重な時間を皆さんにいただいたことに感謝したいと思いますし、先ほど司会のほうから

ありましたけれども、地域デザイン会議で、もう既に議論を始めていただいているということなので、これ

から今日出てくる取組というのが、もっと多くの人たちを巻き込んで、宮前区からアートでつながる世界を

発信できるような取組につながっていくということを、ぜひ期待したいなというふうに思っております。今

日はどうぞよろしくお願いいたします。 
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＜アートに関する区の取組や地域デザイン会議の議論を共有＞ 

司会：市長、ありがとうございました。 

 それでは、早速議論に入りたいと思います。初めに、アートに関する区の取組等について、企画課の小西

からご説明いたします。 

 

企画課：宮前区役所企画課の小西と申します。私のほうからアートに関する区の取組を地域デザイン会議の

議論の共有をさせていただきたいと思います。 

 まず初めに、区の現状というところでして、こちらの文筆家・芸術家・芸能家の数というのが、実は、総

務省の統計局が実施している就業構造基本調査というのがございまして、この中で今回アートというところ

では文筆家の方とかは入らないかもしれないんですけれども、このカテゴリーで見ますと、２３区は入って

いないんですけれども、政令市、行政区全部の中で、２０１０年度には３，４８０人、上位から３番目です

ね。２０１５年には３，５７０人ということで、上位からこちらも３番目。２０２０年については中原区、

高津区に抜かれてしまったんですけれども、４，０６０人ということで、徐々に増えておりまして、やっぱ

り政令市の中ではクリエイティブな活動をしている人が多い傾向と。これは田園都市線沿いに住まわれてい

る方が多いので、東京に通われている方でこういう方が多いのかなというところかと思います。 

 続きまして、またこちらも区の現状なんですけれども、アートを活動する場所とか発表する場所というと

ころなんですけれども、先ほども話したように、アート・フォー・オールかわさきというホームページがご

ざいまして、そちらでアート等の活動をする発表の場というところが載っているんですけれども、宮前区だ

けで、代表的な活動場所がちょっとないというところがございまして、市民館の区民ギャラリーとかはある

んですけれども、なかなかこういった場所がないというところは、ひとつ課題になっているところがあるの

で、こういったところを今後増やしていけたらなというところも思っております。 

 こうした課題を受けて、区の取組ということで、宮前区のソーシャルデザインセンター、みやまえＢＡＳ

Ｅというものがございまして、そちらで意見交換しているところの中で、やっぱり個人で美術作品を発表す

る場所が欲しいというご意見があった中で、これをちょっとアイデアを形にしてみようという動きが去年ご

ざいまして、今ちょっと使えなくなってしまったんですけど、鷺沼駅前のシェアオフィスがございまして、

こちらの２階をアートを展示する場所にしたらどうだろうというところを、こちらのシェアオフィスの方に

もご理解いただいて、発表の場としたというところで、こちらがスライド６のところの、さぎ沼アート展と

いうところ、これは昨年の６月２７日から７月３日まで開催しまして、今日お越しの安藤さんとか、Ｋｅｐ

ｐｙさんにもご協力いただきながら、それぞれの特技を生かした作品展示を行いまして、期間延べ３００人

の方にご来場いただきました。 

 さらに、本日お越しいただいている京森さんにもご協力いただきまして、宮前市民広場、そちらございま

すけれども、こちらのベンチが非常に老朽化しておりました。こちらを市制１００周年を記念して、昨年８

月にリニューアルしようと。ただリニューアルするだけではなくて、地元アーティストの京森さんにご協力

いただいて、地元の子供たちも協力いただきながら、このベンチを作ったということで、非常にカラフルな

ベンチですので、もし帰り、お時間があればぜひ見ていただければと思うんですけれども、すごい広場が華

やかになりました。アートの力を感じさせていただきました。こういった取組も昨年度、実施させていただ

いたところでございます。 

 そして、これ、区民と協働の取組というところでして、宮前区市民提案型総合情報発信事業という提案型

事業をやっておりまして、本日お越しの安藤さんに今日は展示していただいておりまして、今、宮前区役所

の中でも展示をちょうどしているところでございますけれども、区民全員アーティスト宣言というところで

つながる美術館というのをやったらどうだろうというところで、こちらの内容については、後ほど安藤さん

のほうからも詳細を説明させていただきますので、ちょっと割愛させていただきます。 
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 そして、区の取組で先ほど市長からもありました地域デザイン会議、５月２６日に開催させていただきま

した。本日お越しいただいている皆様の方にも一部参加していただいておりましたけれども、その中でも改

めて意見交換を３つしていただいた中で、アートの魅力、アートの可能性、アートを展示する場所の可能性

という議論をさせていただきました。簡単にご紹介させていただきます。 

 スライド１０になります。 

 まず意見交換①の「アートの魅力・すばらしさ」でございますけれども、アートには正解がない、答えが

ないもの、コミュニケーションのきっかけにもなることができて、心の豊かさにもつながるというご意見で

すとか、人前で話すことが苦手な子供でも、アートを感じて自分の思いを表現することができたという話で

すとか、アートの取組はまちを元気にする力を持っている。また、アートは、老若男女を問わずみんなが楽

しめるきっかけになるもの、あと、アートは多様性そのものだし、様々な可能性を秘めているというような、

ほかにもいろいろご意見がありましたけれども、主にこういったご意見が意見交換をされました。 

 意見交換②では、「アートの可能性」ということで、アート×○○、先ほど様々な可能性があるという

ところでしたので、アート×○○でいろんな可能性が広がるかなというところで意見交換して、本当に皆

さん、いろんな意見をいただきました。その中では、アート×公園ですとか、アート×お寺、アート×ケ

ア、アート×観光、こういったアイデアが出されました。これも後ほど意見交換の前に、簡単にご説明さ

せていただきます。 

 意見交換③では、「アートを展示する場所の可能性」ということで、階段など使われていないスペースを

有効活用したらどうかとか、やはり継続的に実施するためには、コストをかけないで既存のものを生かすと

いう発想が大事だというところ、まずは、アートは「展示したい人」と「展示に協力してくれる場所」をマ

ッチングする仕組みづくりが必要ではないかというところで、これは本日の意見交換②のところにつながっ

ておりますけれども、こういった意見交換がされましたというところで、最初の情報のインプットとしまし

て、私のほうからは以上になります。 

 

司会：区内でアートに関連した様々な取組を実施されている安藤さんから、今年度の宮前区市民提案型総合

情報発信事業としても採択された、宮前区役所を期間限定の美術館とする取組等についてご説明していただ

きます。 

 

安藤さん：よろしくお願いいたします。始めていきます。 

 宮前区役所つながる美術館のご説明をいたします。 

 今年度から市民提案型総合情報発信事業として採用されました宮前区役所との共同事業となります。つな

がる美術館のコンセプトから様々な実施企画の説明、最後に現時点で生まれているつながりについてお伝え

させていただきます。 

 まずは、私たちアースリングスプロジェクトの紹介となります。 

 私が３年半前から立ち上げたプロジェクトになっておりまして、アースリングスはちょっと聞き慣れない

言葉かもしれないんですけれども、地球人という意味でして、国籍、宗教、性別も障害あるなしにかかわら

ずつながれる、この言葉を使ってクリエイティブの力で地域と世界をつなぎ、より多くの方のウェルビーイ

ングを育み、新しい競争の形を社会に広げていきます。イラストレーターやグラフィックデザイン、映像ク

リエイター、広告代理店のクリエイティブのメンバーが集い、未来を担う子供たちにバトンを渡すために活

動しております。 

 私たちの取組の一環として、今回宮前区役所つながる美術館をスタートしました。８月から１０月末まで

の３か月もの間、宮前区役所全体を美術館にしてしまおうという思い切った企画となっています。宮前区を

もっと好きになり、まちづくりに関わるきっかけをつくる、そして未来を担う子供たちの想像力を育むこと



5 

を目的としています。 

 そのために宮前区に暮らす人、働く人、関わる全ての人は、よりよい明日をつくるアーティストだと考え

ます。そして、区役所をアーティストである皆さんと行政が協力しながら豊かな未来を描き、表現する生き

た美術館に見立てます。この思いを形にするため、区役所を活用し、皆さんのアート作品の展示はもちろん、

アートを通じた交流の場をつくる企画を次々と発信しています。 

 まずは、この企画の顔となるロゴマークを全国募集しまして、１３７点もの作品が集まりました。それら

をロビーに全て展示して、区民投票４００票以上の中から３０点に絞り、ここにもいらっしゃる京森さんや、

前回のデザイン会議に来てくださった山田佳一朗さん、副区長、そして国立アートリサーチセンターの主任

研究員の稲庭彩和子先生にもお越しいただき、豪華な審査会を行いました。 

 グランプリの方が決定し、このようにＭの文字にも宮前の坂にも見える、つながった愛らしいロゴマーク

が誕生しました。川崎の色が宮前でつながるイベントになるようにという意味を込めて、赤、緑、青の川崎

カラーを１本につなげた色を、後で私がつけさせていただきました。 

 こちらはメインの企画になりまして、つながるみんなのアート展という名前で、プロアマ問わず１１０点

以上の作品が川崎全域から集まりました。こちらにもいらっしゃるエリーズカフェの小林さんの下で活動さ

れている大学生の方がワークショップをこのアート展のために自主的に開いてくださったり、聖マリアンナ

の院内学級の病気を抱えたお子さんたちの作品もそろいました。 

 椅子の立体アートは女子美術大学と武蔵野美術大学の生徒さんのコラボ企画で、今は２脚ですが、少しず

つ増えていく予定になっています。４階にも展示しておりまして、宮前区の消防署長に私からお願いいたし

まして、見応えのある巨大な作品展示実現となりました。老若男女障害あるなしにかかわらず、国籍も関係

なく様々なアートを集めることができました。 

 作品をただ展示するだけだと数枚見て帰ってしまいますが、スタンプラリーのシステムを導入し、スタン

プを集めて回りながら絵も鑑賞できるようにいたしました。 

 スタンプを集めるとメッセージが完成します。集めると商品として、コミュニケーション力をつけたり想

像力を育めるアートカードのセットやメロコスグッズがもらえます。アートカードはこちらにいらっしゃる

朝倉さんやアレンさんにもご協力をいただきました。 

 続いて、アースリングスプロジェクトのメンバーでもいてくださっているＮＨＫの子供番組、「シャキー

ン」や「浦沢直樹の漫勉ｎｅｏ」「ＢＡＥＢＡＥ美術館」など、数多くの企画演出をされているポジティブ

クリエイターの倉本美津留さんにファシリテーターをしていただき、一緒に開発した宇宙人レシピという、

世界で１つのオリジナルキャラクターづくりワークショップを行いました。最後はみんなで歌って、初めて

会った人同士なのに絆を感じたという方もいらっしゃるほど、ピースフルな企画となりました。 

 続いて、こちらにもいらっしゃっている市民文化振興室の山本さんの力をお借りして、市民ミュージアム

と浮世絵ギャラリーの展示が実現できました。区役所のレストランがなくなって暗い状態が続いていたデッ

ドスペースの期間限定の有効活用として、つながる美術館に花を添えていただきました。個人的にはこの実

現には胸が熱くなり大変感動しています。ミュージアムさんが設置してくださった塗り絵も大人が熱心に楽

しんでいて、すぐに用意していた紙がなくなります。また同じ空間に後ほど説明するドミノも置いてあり、

子供が遊べるスペースとなっています。 

 では、ドミノの件です。こちらは女子美術大学と武蔵野美術大学の学生さんらの共同プロジェクトの実現

です。宮前区で知り合った２人の生徒さんが企画してくれました。ドミノを倒すとつながるので、これを選

んだとのことです。１つ１つ、木をカットして、ヤスリをかけ、丁寧に作られたドミノに当日集まった親子

の参加者が思い思いに絵を描いています。学生が撮影編集し、ユーチューブにアップする予定です。２つの

優秀な大学のコラボは学生らにとっても新たな刺激になっているようでした。 

 続いて、今日も来られているアースリングスプロジェクトのメンバーの１人、テレビプロデューサーの宮
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本さん、企画パーソナリティのみやまえアートラジオ、こちらも区役所や市民館、そして岡本太郎美術館で

公開ラジオ収録をして、朝倉さんや和泉さんにゲスト出演していただき、次回はアレンさんの出演も決まっ

ています。目で見るだけじゃなく、耳でも楽しめる企画となっており、宮本さんの周りのプロの音楽家の方

が本気のジングル音楽をつくってくださって、聞いたときは鳥肌が立つほどクオリティが高くて驚きでした。

ぜひ聞いていただきたいです。 

 最後に２階に設置しているつながるまるアートというシールと、文章ゾーンの説明とつながりについてで

す。まるアートに関しては、参加者が誰もがなじみのある懐かしい丸いシールを１枚だけつながるように貼

るアートで、知らない人同士が１枚の作品を作って行っているものです。中にはつながりたくないと、遠く

にシールを貼る方もいますが、周りが放っておかないようで、そこにもつなげるように、誰かが貼るという、

社会は１人で生きているように感じてしまう人もいるけれども、誰かが必ず見てくれているんだということ

でしょうか。 

 また、１０月まで２か月ほどありますが、様々なメディアとつながり、横浜ＦＭや神奈川新聞、先日はＮ

ＨＫの首都圏ネットワーク、おでかけしゅと犬くんコーナーでも生放送にて取材いただきました。協力して

くださった方も１００人以上にはなり、そこでつながった方同士でも新たな企画が生まれていると聞きます。 

 聖マリアンナ院内学級の子供たちとのつながりで、病気と闘う子供たちのことを知ってもらい、応援する

人を増やすきっかけにもなり、障害のある方も平等に関わっていただき、岡本太郎美術館や市民ミュージア

ム、浮世絵ギャラリーなどの川崎市が誇る文化施設とのコラボレーションも実現、消防署とのつながり、こ

の事業の実現を共につくり上げてくださっている宮前区の企画課の鈴村さん、小西さん、寺田さん、玉井課

長や市民文化振興室の山本さん、青木さん、太田さんにも感謝の気持ちでいっぱいです。 

 ご清聴ありがとうございました。 

 

司会：安藤さん、ありがとうございました。 

 

＜アートの可能性（アート×○○）のアイデア出し＞ 

司会：続きまして、アートの可能性を広げていくための意見交換に移りたいと思いますが、その前に５月に

開催された宮前区地域デザイン会議でアートの可能性を引き出すため、様々な「アート×○○」に関する

アイデアが出されました。その内容について、企画課の小西から簡単に説明いたします。 

 

企画課長：先ほどちょっと簡単に説明させていただきましたけれども、「アート×○○」というところで、

このアートに掛け合わせることで、宮前区としては地域の魅力発信とか地域課題解決にも資するようなもの

として、どのような組合せが効果的かというのを皆様からこの後ご意見いただきたいなと思っております。 

 地域デザイン会議で出た意見としまして、例えば、アート×公園ということで、公園をアートで飾り、

対話型鑑賞をしたりとか、あとアート×お寺、そもそもお寺はもう文化財そのものではないかというとこ

ろで、これはまた可能性があるんじゃないかというご意見、アート×ケアということで、これは安藤さん

のコメントでしたけれども、やっぱり聖マリアンナ院内学級のワークショップで病気を抱えた子供たちが絵

を描くことで、楽しさを実感できたという、力を与えてくれたという可能性を言っていただきました。 

 あと、アート×防災ということで、防災頭巾にアートをしてはどうかとか、あるいは避難所の段ボール

の間仕切りに、例えば子供たちのキャンパスにして、そうするとストレス軽減につながるんじゃないかとか、

あるいは防災キャンプにアートを絡めてはどうかと、そういったご意見もいただきました。 

 あとは、アート×スイーツというところでは、アートアイシングクッキーというところで、実際クッキ

ーとかに絵を描いていくと、そういったことを販売してはどうかとか。 

 あとは、アート×古い場所ということで、古いものを後世にどのように残していくか、未来につなぐメ
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ッセージというところで、京森さんからいただいたかと思いますけれども、そういったご意見。 

 あとは、アート×祭りというところで、こちら祭りというのは伝統そのものなんですけれども、そちら

を掛け合わせることで地域の発展とか価値の創出につながるのではないか。 

 あとは、アート×遊休不動産ところで、空きスペースを有効活用してギャラリー利用とか、アトリエ化

したら面白いんじゃないかとか。 

 あとは、アート×まちということで、まちの中にアートを感じられる場所の演出。 

 アート×観光というところで、区内のアートな場所をことラーの人たちのサポートを得て巡るツアーを

実施したらどうかとか。 

 あとは、アート×朗読会ということで、朗読する物語と関係する絵を展示。 

 あとは、アート×森ですね。伐採した木々の廃材をアートに有効活用する竹細工など、こちらもあるん

じゃないか。 

 あとは、アート×花、廃棄する花をアートに有効活用と、こういった様々な意見が出ておりました。 

 「アート×○○」、コラボすることができるものというのが一旦出たんですけれども、これをさらに本

日深掘りすることで、こういった地域魅力の発信とか課題解決につなげられるようなアイデアをぜひよろし

くお願いいたします。 

 以上です。 

 

司会：説明ありがとうございます。 

 

＜意見交換＞ 

司会：それでは、ここからは「アートの可能性」などについて、市長と皆様で意見交換し、多様なアイデア

をいただきたいと思います。 

 ここからの進行は市長にお願いいたします。それでは、市長、よろしくお願いいたします。 

 

市長：ありがとうございます。よろしくお願いします。 

 今、聞いただけでも地域デザイン会議で相当なアイデアが出ているんですね。とてもこれ、１人の人で出

てくるアイデアじゃなくて、みんなの得意技だとか、関心のあることをこうやって出していくと、アート

×何々というのが、こんなに生まれるんだなということを何か、ちょっとわーおという感じですけど、さ

っき安藤さんが倉本さんの紹介をされたときに、ポジティブクリエイターと言っていました。初めて聞く肩

書だなと思ったんですけど、ポジティブクリエイターは何かすごいいい名前ですね。倉本さんが名のってお

られるんですか。 

 いや、何かポジティブにクリエイトしていくって、何これと思いますけど、まさにこれ今日の、まずアー

ト×何々というのは、まさにポジティブに考えてアイデアをちょっとみんなで出し合っていこうというこ

とを、最初の４５分間ぐらいですかね。やっていきたいというふうに思っていて、みんなでアート×何々

というのを地域デザイン会議に出席された方も、改めてどう思っているんだよということを言っていただき

たいですし、今回初参加していただいている方もご自身の経験、立場みたいなところから思いを言っていた

だければありがたいなというふうに思っています。 

 それでは、まずいろんな方からお話を聞きたいんですけど、Ｋｅｐｐｙさんが作品の完成に向けて作業も

ありますので、Ｋｅｐｐｙさんからでもいいですかね。 

 

武藤さん：皆様、初めまして、Ｋｅｐｐｙと言います。本名は武藤慧子です。 

 そうですね。ちょっと上のところでライブペイントをキットパスを使ってやらせていただく関係で最初に
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意見を言わせていただくんですけれども、とても広くて難しいんですけれども、今ふと、アート×何々の

先には、何があるのかなというのをちょっと考えていたんですね。 

 何か花を見てうれしくなったり、ポジティブな気持ちになったりとか、スイーツ食べてうれしい気持ち、

楽しい気持ちとか、人とつながってうれしいとか、でも必ずアートは、自分で作って自分の家の中で終わっ

たら、それはもう何か作品になり得ない、何ていうか、自分の中でのものじゃないですか。 

 でも、それを外に出すことで、人に見てもらったりすることで、ほかの人に違う感情だったりとかをもた

らすというようなことがあるのかなと思って、ちょっとまとまらないんですけど、人の気持ちとか、その人

が先にいるということが、やっぱりちょっと考えたら、いろいろな意見が出てくるのかなと。そこの先にい

る人、子どもたちだったりとか、限定しなくてもいいと思います。 

 

市長：なるほど、ありがとうございます。やっぱり自分だけでその作品を終わらせるのではなくて、他者と

関わることによって、いろんな感情が生まれてくるし。 

 

武藤さん：そうですね。生まれてきて、まちへの愛着だったりだとか、郷土愛とか、そういうのも全部そう

いうところから生まれるのかなというふうにちょっと思いましたと、意見だけ言わせて……。 

 

市長：そういう意味では非常にいいコミュニケーションツールにもなるというような形なわけですね。すご

い何か、もう既に書かれている絵が、元気が出てきそうな、何か語りたくなりますよね。ありがとうござい

ます。 

 

武藤さん：ちょっと１時間ぐらいで完成できるように頑張りますので、よろしくお願いいたします。ありが

とうございました。 

 

市長：ありがとうございます。 

 ちょっと人を元気にさせるという意味では、渡邊先生にコメントいただきたいと思うんですけれども、さ

っき聖マリさんの取組もありましたけど、渡邊先生のところも病院内で取り組まれているという話を聞きま

したけれども、ちょっとご紹介いただいてもよろしいでしょうか。 

 

渡邊さん：ありがとうございます。キッズアートプロジェクトというのを立ち上げさせていただいています。 

 さっきのポジティブクリエイトはすごい表現だと思っていて、自分も入院している子供たちに何かをして

あげたいんじゃなくて、それだと何ていうんですか、大人目線というか、偉い者目線じゃないですか。じゃ

なくて、入院している子たちがお得になるようにひっくり返せないかなと思って始めたのが最初のきっかけ

で、でも子供たちも、さっきもいろんな関わりが出てくるんですけど、あえて小児科の教授の先生の白衣を

朝一番で盗んできて、みんなでいたずら書きをして、そっと教授に返したんですよね。教授はちゃんと着て

くれたんですよ。 

 もう子供たちは悲しい思いだったのが一気にポジティブになって、自分にとって物すごいハードルの高か

った教授に対して、声かけやすい。おまえの白衣を俺がいたずらしてやったんだぜぐらいの勢いになる。こ

こでコミュニケーションが生まれるのはすごい大事だなと。 

 何がアートは大事なのかと、さっきお話、Ｋｅｐｐｙさんもされていたんですけど、多分、アートプラス

何かじゃなくて、何かプラスアートがポジティブになっていくのかなと、何となくちょっと思いました。 

 

市長：なるほど、なるほど。アート×何よりも、一応最後のところですね。あるものにアートを足すこと
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によって……。 

 

渡邊さん：ポジティブになっていく。 

 

市長：ポジティブになるということですね。 

 

渡邊さん：アートを中心に考えるから、どうしても専門性のあるものだったり、みんながハードルが上がっ

てしまうんですけど、でも、この生活の中にアートがあるからポジティブに持っていけるわけじゃないです

か。と考えると、これをわざとひっくり返して、いろんなものに対してアートがそっとサポートに入ったり、

支援に入るからポジティブになるのかなと、さっきお話を聞いていてちょっと思いました。 

 

市長：面白いですね。 

 

渡邊さん：その辺は何か子供たちの入院の活動も何となく、そういう方向に向かっているなと、さっきちょ

っと思いました。 

 

市長：お医者さんの白衣にいたずらも、子供たちがハッピーになっているから、これもすごいアートの世界

ということですね。 

 

渡邊さん：そうですね。めちゃくちゃよろんでいましたね。やってはいけないことをやれるって一番楽しい

じゃないですか。 

 

市長：ポジティブですね。 

 小林さん、カフェで、いろんなワークショップをやっていただいているとか。何か学生さんたちとかを巻

き込んでいらっしゃるというような話がさっきご紹介があったような気がするんですけど、ちょっとコメン

トいただいていいですか。ポジティブの視点でも何でもいいんですけど。 

 

小林さん：ありがとうございます。私は、エリーズカフェというのをやっていまして、そこで障害のある方

が通う場所、カフェの隣に公園があるんですけど、そこの公園の管理もさせていただいています。その公園

を会場にして、子ども食堂というのを開催しているんですけれども、そこにボランティアに来てくれる大学

生が、今回のこのつながる美術館の企画を知って、子ども食堂のときに来た子供たちと一緒に作品を書いて

応募しようというのをさせていただきました。 

 そのときは、このアート×公園もそうなんですけど、公園にいろんな子供たち、学生とか、障害のある

方とかが集まって、みんなで遊んで過ごすというのが自分の子ども食堂なんですけど、やっぱりその中でも

何かやること、楽しみが１つあると、余計盛り上がって楽しいんでいるなという印象を受けているんですけ

ど、今回のアートも子供たちがこういうのがあるよというと、もうみんなでいろんな絵を描いて、それを見

せ合ったりとか、知らない子同士とかでも絵を描いて見せ合うことで、何か会話が生まれたりとか、やり取

りが生まれたりとか、そういう楽しいイベントになりました。 

 

市長：ありがとうございます。子ども食堂という場から、公園とアートのエッセンスを入れることによって、

みんなが新しい価値を生み出しているというような感じがしますね。 

 いや、いいですね。ちょっと、どなたかコメントしたい方、どなたでも結構ですけど、何か和泉さん、う
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んうんうなずいていたから、和泉さん、行ってみましょうか。 

 

和泉さん：ありがとうございます。何でも。 

 

市長：何でもいいです。アートの可能性。 

 

和泉さん：アートの可能性ですね。 

 何から行こうかな。僕らは、京森さんと一緒に、京森さんは相変わらずジョン・レノンに似ているなと思

って。 

 

京森さん：ありがとうございます。 

 

和泉さん：京森さんと出会ったのが高津区にある、おふろ荘というところです。 

 廃業した銭湯を再生させるというか、そこをマンションに建て替えるまでの間、地域の皆さんに使っても

らいたいという地主の意向があって、それで男湯と女湯があったんで、女湯を京森さんたちがアトリエとし

て使って、男湯を地域の小学校向けにアート図書館みたいな感じで展開したことがあったんですね。１年間

限定のプログラムだったんですけれども、ちょっと延長して１年半ぐらいやったということがありました。 

 ちょうどそこは何か岡本太郎さんのお母さんの岡本かの子さんの実家の近くで、人間国宝の第１号ですか

ね、濱田庄司さんとか、あとそのつながりで北大路魯山人とか、昔はそういう方々が多くいらっしゃった場

所、大山街道ですね。ただ、今はもう２４６の抜け道になっていて、あまりそういう何かアートとかカルチ

ャーの匂いがしないという状態になっていて、そういったものを回顧主義じゃないけど、もう少し何か、や

っぱりそういうリスペクトを表現できるまちにしたいよねということで、京森さんたちのアートのアトリエ、

延べ１０人ぐらい使っていましたか。京森さんとか。 

 

京森さん：はい。 

 

和泉さん：そうですよね。というアーティストさんたちの活動の場所と、アート図書館みたいな感じにして、

ふだんは見えないような岡本太郎さんの画集みたいな、１冊５万ぐらいするようなやつを置いたりして、小

学生が学校帰りに見られるとか。何かそんなプログラムとかをやっていると、地域のアーティストさんのふ

だん見られない真剣な作品づくりの様子が、地域の人たちが見られたりとか、何かどうやって作品が作られ

ているかみたいなことがすごい見えていったりして、何だろうな、地域の子たちが、実は僕の長男も、今も

う２２歳なんですけど、高校のときに、アシスタントにちょっとお世話になっていて、彼もやっぱりそれに

行く前と行く後だと、そういう作品づくりのひたむきさみたいなものが彼の中にインストールされて、大分

変わって帰ってきたんですけど、そうやって地域の人たちがアーティストたちの、通常は、美術館はちょっ

とクローズドされた、ジャケットを着ていくみたいなものがいきなり日常に落ちてくると、何かその作品の

過程まで、作る過程まで見えちゃうと、すごくそこに対しての親近感とか、アートというものが急に日常に

落ちてきて、さっきもおっしゃっていましたけど、日常化していくということによって、何かアート思考と

かクリエイティブマインドみたいなものがどんどん植え付けられていくみたいな、何かそういう意味で１年

半はとてもよかったなと思っています、というのは何か大丈夫ですか。 

 

市長：いや、いいですね。ちょっと今、懐かしかったですね。高津湯のあのプロジェクト、あれ８年ぐらい

前でしたっけ。大分時間がたってですけど、あればむちゃくちゃ面白かったですね。 
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 そのことで、京森さんがちょっとお久しぶりですけれども、京森さんが、つながる宮前のあれにも関わっ

ていただいているということにちょっと今日はすごい感動しているんですけど、今のプロジェクトのことで

も何かちょっと思いをお話しいただけますでしょうか。 

 

京森さん：僕は美術家という立場からちょっと考えていることをお話しさせていただきたいなと思うんです

けど、まずアートをしている人とか美術家をしている人たちは、結構多くの方が生きづらさとか、社会の中

だったり、小さいときから吐き出したいけどとか、なじめないこととか、僕自身としてもそういった経験が

あった中で手をただ動かすと休まる時間だとか、そういう開放的な作用というよりは、自分の中で消化し切

れないものを消化する、個人的なものもすごくあるのかなと思っていて。 

 もう一点は、鑑賞をする人とか、社会で生きている人たちが、そのアートとの向き合い方とか、どういう

ことが豊かなんだろうと考えたときに、何かあそこにドミノのやつがあって、僕はすごくあれが気になって

いて、すごくいいなと思っていたんですけど、何か無機質な社会の中でこういうちょっと異彩を放っている

ようなものたちがあることで、そこに１回視点が入っていって、視覚でそれを見て、これはどういうことで

作ったんだろうとか、ドミノはこれ何か、ここら辺は倒れているんだとか、１個１個絵が描いてあって国旗

みたいなのも入っているんだとかと、何か勝手に視覚から入ったものが脳の中でいろんなことがめぐりなが

ら、それをしているだけで、すごく豊かな時間だなというふうに考えていて、まちの中だったりとか、いろ

んな場所でそういったアートというか、皆さんが作る創造物みたいなものが視覚的に入ってくるということ

は、すごく豊かだなというふうに僕は考えています。 

 あと、ベンチをあそこで作らせていただいたときの経験として話したいなということがあるんですけど、

１００人の子供たちと、この地域の宮前区の小学校の方をそれぞれ有志で集めてきて、１００人の子たちと

ベンチを装飾するというか、スタンプしたり、自由な形を作って飾るというか、塗っていくというようなワ

ークショップだったんですけど、何かどうしても教育とか、いろんなことの画一性は、答えがやはりあった

り、回答があって、それに至って正解を出していくようなことは、すごく昔から教育の場所とか、いろんな

ところで多いなと思っていて、アートのよさというかがあって、答えがなかったり決まっていないことに対

してどう向き合えるかとか、逆に答えなんてないんだよと気づける瞬間みたいなことは、その人の中で凝り

固まっていたことが１個壊れる、すごく大きな瞬間だなと思っていて、現にベンチをやっているときも、や

っぱり本人の中ではこうしたいとか、絶対これじゃなきゃいけないみたいなこととか多分考えているんです

けど、でもそうじゃないやり方とかもいっぱい、みんなの中で見ていく中で、それが崩れていくというか、

別にこれでもいいかみたいなことをやっている瞬間とかを見ると、多分こういう子たちの中でもそういった、

ちょっとずつそういうことを経験することで、それが壊れて解放されて、何か新しい視点が生まれていくと

いうことが少しでも増えるといいなというふうに僕は感じていたりします。 

 

市長：ありがとうございます。何か参加してプロジェクトで、例えば作品を作る過程の中から、自分なりの

答えを見いだしていくみたいな、そういうものがあるんだというようなお話ですよね。画一的な、均一な世

界観ではなくて、自分なりの答えの出し方でいくという、そのプロセスも大事なんじゃないかというような

お話だったと思います。 

 大高さんが隣で物すごく共鳴し合うようにうなずいていたので、お隣、大高さんにマイクを回したいと思

います。 

 

大高さん：ふだん障害者のアート活動をサポートしているんですけど、皆さん何か言われたことをやるとい

う、例えば、ボールペンの組立てとか、何かそういった作業を、これをやってくださいという指示の下でや

るということをずっとやってきた人たちが多くて、そういう中で、うちはアートだけをやっているんですけ
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ど、何か描いたりとか、塗ったりとかして、表現したものがそこに出来上がると、私はこんな表現をする人

ですというのを相手に伝えることができる。こういう障害を持っています、ではなくて、こんな表現をする

人ですというのを、家族とか、絵を見た人たちとかに伝えることができるすばらしいツールというか、アー

トはそういう力を持っているなというのをすごく感じています。 

 この中で言うと、宮前区は公園が多いなと思っていて、文化施設というより、公園が多いので、公園の中

でいろんな、障害の人に限らず、一般の方も皆さん表現できるような何かイベント、例えば布に絵を印刷し

て、木の枝とかに、公園中飾ってみたりとか、何かこう触れたら光るようなものを、オブジェみたいなのを

置いてみたり、あと思ったのは、防災というのがすごい気になっていて、例えばボトル、百均とかで売って

いる透明のボトルとかに、みんなが、子供とかが絵を描いて、その中に防災グッズみたいな包帯とか、よう

かんとか、そういうのを入れて持ち帰る、非常のときにもすごくとても便利で役立ったりとか、灯籠という

か、懐中電灯を下から照らして、ペットボトルに絵を描いて、実際に電気が使えなくなったときとかに、ス

タンドみたいな感じで使えたりとか、そういうアート×防災というのも面白いなと思って、そういう制作

を公園の中でできたら、何かすてきなんじゃないかなと思います。 

 

市長：いや、いいですね。そんな公園がいろいろあって、身近な公園でそんなことができていたりしたら、

稲木さん、あれですよね。まちの価値がすごい高まって、そこに住みたい、そういうエリアに住みたいとい

う人たちが増えてきますよね。 

 

稲木さん：はい、そう思います。私、不動産業者に勤めているんですけれども、あと、ご存じかどうかなん

ですけど、フェイスブックでふらっと宮前区というものの管理人をさせていただいているんですけれども、

まず地方のほうからとか、あと例えば上京してきたりとかしたときに、初めてお家を探すときは不動産屋に

大体来ると思うんですね。そうしたときに、うちのスタッフにいつも言っているのが、要は初めて来た方に

宮前区のいいところを紹介できる、３つぐらいは伝えられるようにしようよという話で、やっぱり今回、す

みません、初めてなんですけど、アートのまちというところとは、自分は考えていなかったキーワードだっ

たので、次回うちのスタッフに案内するときは、宮前区はアートのまちですよというのを付け加えたいなと

思っていまして。 

 実際のところ、遊休不動産とか、今このカテゴリーをちょっと見させていただいたときに、やっぱり宮前

区は結構住居地域的にも、結構低層の要は２階建ての静かなエリアが多い。住宅地というメインがあって、

例えば溝の口とか、そういう商業地域だったりとかというところと違って、やっぱり静かなエリアですけれ

ども、そこで、例えば戸建ての古民家がずっと空いちゃっていて、そこの場所でギャラリーとか造ったりし

たらいいかなといっても、なかなか近隣の状況だったりとか、あと駐車場の問題だったりとか、やっぱり周

りからの苦情だったりとか、あと建物も、そもそも住居でやっていますから、そういうものに変更するとい

う、用途変更しなくちゃいけなかったりとかと、そういういろんなものが絡んでくるというところで、今、

自分が見ていたときに、田園都市線がちょうど宮前区のど真ん中辺りを走っていて、横には、バス路線がめ

ちゃくちゃあって、私も鷺沼の今、店舗で、鷺沼駅前で乗っていっちゃっているんですけれども、実際のと

ころ、やっぱり見ると、バスを待っている方がめちゃくちゃ長く待っていたり、多分その逆で、朝は駅に向

かうバスを待つ人たちが多いバス停となると、ちょっとそこは公共の力も必要かもしれないですけれども、

今ふと思ったのが、ポジティブにと考えるんであれば、会社に行くまでの通勤路、３０分、１時間、下手す

れば１時間半かけていくところ、ポジティブになるアートが、バス停だったり、その場所にあることで、目

にして、よし頑張ろうという気持ちにもなるんじゃないかなというふうに、ふと思ったので、ちょっとこの

場を借りて、ふとしたアイデアですけれども、伝えさせていただきました。 
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市長：面白いですね。やっぱりいろんな仕事をされている方の視点というのがあると、こういうことになる

んだなということを思いました。 

 公園の話がさっきからちょっと出ていますので、武久さん、公園をまちづくりの中でどう生かしていくか

みたいな、アートの可能性という意味での公園だとか道路だとかというふうなのを、どう考えますか。 

 

武久さん：道路公園センターの武久と申します。 

 実は今日、皆さん、ほとんど初対面の方ばかりなので、道路公園センターの事業とか、私なりの紹介をさ

せていただきたいと思いますが、まず道路公園センターは、道路、河川、公園の維持管理を中心とした業務

を行っています。また道路の占用とか、公園の占用の許認可も行っているというような事業所になってござ

います。 

 私なんですが、実は昨年度まで、先ほど市長のお話にあったとおり、緑化フェアのほうの上のほうに携わ

っていました。その中で、ちょっと公園の使い方とか新しい使い方とか、そういうものをいろいろ事業とし

て取り組んできました。例えば公園では夜の使い方、例えば木にイルミネーションですかね、をつけて、そ

こにキッチンカーを置いたりして、あと音楽をちょっと加えて、夜をどういうふうに楽しく過ごしていただ

けるかとか、そういう取組をしてきたりとか。 

 あとアートの点でいいますと、例えば世界的に有名な押し花作家の方が、自分の作品を展示していただい

て、それで、その人が実際に体験教室をやっていただくとか。あと会場づくりの中で言えば、例えば森の、

これは等々力会場なんですけど、２１世紀の森というちょっとした森に透明の傘を、ちょっと色のついた傘

をいっぱい飾って、そこに大きな額を作って、ちょっとしたキャンパスみたくするとか、そういういろいろ

な取組をしてきました。やはり、皆さんも来ていただいて、すごく喜んでいただいたというような手応えも

感じております。 

 今回そういうアート×公園というところで、ぜひ我々も公園を活用して、こういうアートの魅力という

ものを展開していただくのはすごく、公園の活用にもつながるかと思っております。 

 また、公園は、実は町内会の方が中心になって愛護会とか、管理植木会の方が維持管理、清掃とか、草む

しりというのをやっていただいております。実はそういう方と、例えばこのアートに携わっている方がこう

いうふうに何かコミュニケーションを取るとかいって、そこで新しい何かそういうつながりみたいなものが

生まれると、例えばお互い違う分野のことを知れたり、公園はこういうものが知れるんだということで、相

乗効果が生まれると思っていますので、もしそういうアートに関するイベントというものがあれば、我々の

ほうもぜひその協力をしていきたいというふうに考えています。 

 なかなか、これも公共的な場所なので、多少ルールみたいなのがあるので、その辺はちょっと調整をさせ

ていただきたいと思いますが、ぜひそういう何か盛り上げることを、公園を使いたいということであれば、

ぜひご協力したいと思っております。 

 以上でございます。 

 

市長：ありがとうございます。公園も積極的に活用していこうと。今までの、さっきの京森さんの話じゃな

いですけど、画一的な世界からもう少し面白い使い方とか、表現の仕方というのも、公園でできるようにと

いうふうな形になっていけば、もっと面白いかなというふうに思いますね。 

 それでは、いろんな視点からということで、朝倉さん、カイロプラクティックをされているということで。 

 

朝倉さん：初めまして、朝倉と申します。よろしくお願いします。 

 私はふだん、カイロプラクティックの治療院をやっていまして、メインは東京でやっているんですけれど

も、昨年のちょうど１年前に鷺沼の北口のほうの近くで、２店舗目の、ちょっと新しい形態の治療院のほう
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をやらせていただいているんですけれども、ふだんは私、慢性痛に関して非常に特化した治療というか、自

分自身の研究も含めてなんですけど、慢性痛に対してアプローチしていくんですけれども、そうしたときに

その慢性痛というのが、何ていうんですか、例えば腰痛なら腰痛とか、肩こりなら肩こりとか、痛みという

ことを見ていくと、結局のところ、もう慢性痛の問題は複雑要因が重なり合い過ぎて、１つの原因を求める

ことはできなくて、腰が痛いから、例えばヘルニアがあるからヘルニアの問題ですねとか、ぎっくり腰を起

こしてもその筋肉の問題がということではなくて、最終的には痛みは感じ方のものなんで、脳がどういうふ

うにいろんな情報をインプットして、最終的にそれをどうアウトプットするかという、その表現が痛みなん

ですね。 

 だから慢性痛というのはずっと同じ状態で、その人が抱えているこのストーリーというか、記憶の中にあ

るものがずっとアウトプットし続ける状態なんで、そのサイクルを１回断ち切っていかないと、なかなかそ

の慢性的な疾患とか痛みというのは治らないという状況で、そういうことを心と体のつながりも含めた、ち

ょっと変わった見方をしているんですけれども、そこに私自身がアーティストで絵を描いているということ

もあって、その中で脳のいかに可塑性という、神経のつながりというのは、一旦構築したものを同じように

保つという特徴があったりするんで、物の見方、さっき、何ていうのかな、固定観念とかもそうなんですけ

れども、人間が凝り固まった状態の中にいると、ずっと同じ状態になっちゃうじゃないですか。そこに違っ

た見方の物が入ってくると、今までの固定観念から違った、こんな見方もありなんだ、子供たちが先ほど作

品に関わったときに、自分のこういうふうにやりたいといったときに、これしかないと思い込んでいたこと

が、こんなやり方もあっていいんだなというところが、アートの中には可能性というのがあって、そういう

ことも含めて、いかに自分の中に限られてしまった物の捉え方、見方を変化させていくかという意味では、

すごくアートというのはいいなというふうに個人的には思っていて、今日の皆さんの話を伺っていく中で、

話したいことがたくさんあり過ぎちゃって、ちょっと困っているんですけれども。 

 １つ今、聞いていて思ったのが、僕自身もそうなんですけど、ふだんやっぱり元気にするということが１

つテーマだと思うんですね。健康ということを考えたときに。でもこの間、つい先週、ちょっとたまたま意

識と体の健康に関わるワークショップとか、セミナーをやらせてもらったんですけれども、その中で、ある

種、姿勢の状態、要するに体から、何ていうんですかね、ポジションを保つだけで意識が変わってくる、あ

るいは意識の状態から体を変化させるという、そういうことをやっていった中で、たまたま参加者同士のワ

ークショップをやったときに、同じ目線で、例えば元気な人同士が同じ波長でいる分にはいいんですけれど

も、元気な人と元気じゃない人が一緒にいたときに、やっぱり圧倒されてしまうというか、元気な方が、言

葉は悪いですけど、弱い人を食ってしまうというか。 

 行政とか、福祉とか、政治の世界とか、そういうところは結局みんな強い人たちなんですね。例えば市長

さんもそうですけれども、そういう政治家とか、世の中に出る人は、エネルギーがすごく強い人じゃないと、

世の中を当然牽引していけないし、世の中を変えることはできないんですけれども、そうなった中で、やっ

ぱり弱い人たちの立場は、なかなか自分が弱い立場に１回落ちてみないと分からないということがあるんで

すね。 

 その自分のエネルギーが下がり切ったときに、同じ目線に初めて立ったときに、またこういう状態で、低

い状態でも、お互い安心し合う環境とかエネルギーの波長があるんだなということに、たまたまそのときに

気づいて、だから元気であればいいということではなくて、だからアートの中にも、ネガティブなアートも

多分あると思うんですね、たくさん。音楽でもポジティブなものがあれば、悲観的に浸る音楽とかもあるよ

うに、アートの中でも、非常に暗い絵だったりとか、そういうものを見る中で、悲観的な感傷的に浸ったと

ころに、今の自分の状況はこうなんだ、もっとこうしていこうという、違った、また明日への元気を取り戻

すということもあると思うし、だからポジティブだけがいいことではないしということも何か今日聞いてい

て、改めて思ったんで、そこで市民活動の中にアートということを、そのアートのまちとして考えたときに、
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もっともっと身近にアートがあったらいいなと思って、アーティストとくくっちゃうとやっぱりそこも敷居

が高くなる、ちょっと何か特殊な人たちというふうになっちゃうんですけれども、まさに今やっているこの

市民全員がアーティストって、この市民全員がアーティストという立場に立つと、何やっても大丈夫なんだ、

私でもそこに色を入れていいんだというところから、その駅前のちょっとした区画、決められた区画でいい

んですけど、そこに何か、誰かが何か色を落としていくとか、道路の何だろう、こういう分からない、何て

いうんですか、場というの、敷居とか、そういうところも何か違った決められた公共の色じゃなくて、違っ

た色があっていいといったところには、何かこの区は面白いなみたいな、そういう誰もが何かアーティスト

になっていいまちなんだなみたいなのが、もっともっと身近になっていくと、非常に何か面白いまちになる

んじゃないのかなという、取り留めもない話とか、いっぱい何か話したいことがあり過ぎて、あれなんです

けれども、そんなことを今、感じました。 

 

市長：ありがとうございます。物すごい共感を得ていると思います。 

 確かに、私も政治家の１人ですけど、むちゃくちゃ暗い絵を見ながら、共感して頑張ろうということはあ

ります。むちゃくちゃネガティブなときは、そういうのがありますよね。だから確かにポジティブの話なん

だけど、全員が全員、すごくパワフルで元気という状態に、誰も別にそこは望んでいない。その人はその人

らしくというふうな世界観を自分なりに参加なり表現なりできたらいいなという、そういうようなお話です

よね。ありがとうございます。 

 アレンさんいかがでしょう。いいですか、コメントいただいて。 

 

アレンさん：初めまして、アレンと申します。日本に２０００年に来て、もう在住歴２５年、あっという間、

人生の半分は日本で過ごしているという自覚です。 

 川崎市宮前区に来たのが２０１１年、もう１４年ぐらいたっていて、４年前から仕事絡みで写真というの

を取り扱っていますから、４年前からもう仕事の気晴らしで写真を、カメラ持っていって、公園に行って写

真を撮り始めていたんですね。そのときに撮った写真を、勇気を出してふらっと宮前区のコミュニティに投

稿して、そのときにすてきですねとか、今まで見たことない風景ですとか、こういう角度から見ると、意外

ときれい、美しいという声があって、割と皆さんがこういう写真を見たがるなと思って、それが励ましにな

って、今度は公園だけではなくて、もう宮前区の街自体の風景を積極的に撮ることにしました。 

 もちろんほかのつながりがあって、イベントに参加することになり、初めて生田緑地のスポーツカルチャ

ー、国際イベントで参加したときにも、宮前区写真ギャラリーというものに、写真のギャラリーを展示した

ときに、それを見て来た区民の方が、励ましになって、私も久々にほこりをかぶっているカメラで撮って、

自分でまちを撮っていこうという声もいただいて、写真という１つのアートを考えると、住んでいる人たち

のまちに対する愛着と、あと、まちの発展という可能性を秘めているというふうに思いました。 

 宮前区の風景写真を１つのみやまえ日和というサイトをつくったときには、今後は可能であれば、このプ

ラットフォームがほかの写真家の自分の作品とか、日常的に撮っている宮前区の風景写真を展示する１つの

場、展示の場所になることを夢見て、そういった活動プラス最近、宮前区在住の写真家を紹介するという活

動もやっておりますので、どこかで宮前区の風景写真の展示場が１つになって、そこを例えば、今度は川崎

市に引っ越ししたいなと、どの区がいいかとか、そういった外の人たちを見たときに、宮前区が美しいとか、

宮前区は結構緑がいいなとか、私の写真とか、ほかの皆さんの写真を見たときに、ここに住もうと思った瞬

間は、もうこれはまちの発展につながったと、１つの成果になると思ったので、例えば稲木さんがやってい

る不動産屋さん、ぜひ私の写真を使って、ここに住もうと検討している皆さんがこの写真を見て、ぜひご検

討くださいという、もうこれぜひ使って構わないので、そういうのがまちの発展につながれば、私はいいな

と思っておりますので、よろしくお願いします。 
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市長：ありがとうございます。いいですね。そういうつながりも。 

 しかし、みやまえ日和のサイトも、要はこういうリアルの場というところで飾っても、そういう触れ方も

あるけれども、要するにウェブ上でギャラリーも展開できるという、そういうコミュニティもつくれるんだ

という、そういうつながりづくりもできるんだよということを教えていただいたような気がします。 

 宮本さん、すみません、先ほどラジオも参加されていましたけれども、今は写真という表現の仕方であり

ましたけど、宮本さん、いろんなものをプロデュースされているんだと思うんですけど。 

 

宮本さん：そうですね。ちょっと自己紹介すると、もう東京のキー局のほうで３０年間、番組制作をＡＤか

らディレクター、演出、プロデューサーも全てやって、ちょっとテレビで培ったノウハウを地域の活性化の

ためにどう生かせるか、エンターテイメントのノウハウをどう生かせるかというところで、こういう取組、

安藤さんともやらせていただいているというところが自己紹介です。 

 私が考えるアートというのは、基本的に人の心を動かすものであって答えではない。物事のきっかけづく

りでしかないと思っているんですよ。それはもうテレビもそうで、見た方が何か行動を起こす、きっかけの

１つでしかないんですよ。テレビ番組というのは。アートも同じで、結局アートだからこれが答えじゃなく、

その先にどう動くかというところのきっかけづくりでしかないと僕は考えています。ラジオもそうですよね。

聞いていただいた方が宮前区役所に行こうと思う。そういう取組の１つのきっかけの橋渡しになればいいな

ぐらいにしか考えていないんですけど、あんまり大きいことは考えていませんが、遊休不動産というところ

で言うと、僕はちょっとあれを出したかな。 

 今、ちょうど有馬九丁目のほうの方と空き家対策の話を今していまして、それをどのように活用したいか

が分からないみたいなおばちゃんたちがいて、僕はそこに入って、ＬＩＮＥグループができちゃって、おば

ちゃんと僕の。野菜を育てたよとか、そういう何か明るいＬＩＮＥが来るんですけど、これをどうエンタメ

化して楽しくして届けていくかというところを今、僕がつくっていこうとしているんですね。 

 それも１つの、僕はライブ配信スタジオを空き家でやろうと思っています、今。それをまちの負の遺産を

財産に変える。これを日本初、宮前区が空き家をライブ配信スタジオにし、地域の方々がＭＣをやり、地域

のニュースを届け、さらに全国にそれを発信していく。これが僕のロードマップです、今。これがアートと

いう１つのきっかけでしかないものが、僕の中ではライブ配信という。今日はもうライブ配信していただい

ていますけれども、まさに同業者の方々なんです。 

 つまり人の心をどう動かすかというところは、テレビで培ったノウハウを生かし、地域の活性化のために

どうライブ配信を実施し、負の遺産である空き家を今後財産にどう変えていくか。それは地域の方と一緒に

取り組むことであると思っております。 

 今もう１つ、鷺沼商店会の方と月１で今、ライブ配信をやっているんですよ。それこそ駅前の、先ほど使

えなくなった施設、あそこの２階で月１回ライブ配信をして、地域の寝具店の女将さんとか、夏のシーツは

これがいいんですよとか、はー、みたいな。すごい面白いんですよ。だから地域には地域のプロがいるんで

すよね。その方の情報がきちんと届けば、その方から買いたいなというファンマーケティングができると僕

は思っているんですよ。大型店舗ももちろんいいですよ。だけど地域に根づいてやっている商店の方々のお

話を聞いて買う。これがもう、これからのファンマーケティングを醸成していくことであると感じているの

で。 

 来週の月曜日、夜２１時からＧｒａｖｉｔｙという鷺沼駅前にあるんですけど、Ｇｒａｖｉｔｙさんから

生配信をやりますので、よかったら見てください。面白い取組を一生懸命みんなで考えてやっています。こ

う言おう、あれ言おう、どうしようというのをみんなで考えながらやっているんで。 

 すみません。しゃべり過ぎましたかね。以上です。 
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市長：面白いですね。負の遺産を財産、価値あるものにしていく。 

 

宮本さん：付加価値をどう作るか。 

 

市長：そうですよね。いや、面白い。 

 要は、例えば、今日の区役所のほうから最初に冒頭説明がありましたけど、いろんなものが展示できるス

ペースがない、アートを展示できるスペースがないという中で、でもどういうふうにうまく活用して、ない

物ねだりじゃなくて、今あるものをどうやってうまく活用していくかという、そういう視点に立ったご発言

だったというふうに思います。 

 ファンマーケティングの話がありましたけど、鷺沼ファンでやっている、ファンつながりで石川さん。 

 

石川さん：そうですね、でも皆さんのお話を伺っていろいろ考えていたんですけど、何だろうな。 

 でも何かアートで、ちょっと美術館の話に戻っちゃうかもしれないんですけど、アートでつながるみたい

なのは確かにあるかと思って、僕正直、普通にもう電車に乗って通勤している会社員なんで、あまりアート

とか縁はないなと思うんですけど、もともとは。でも何だろう、僕２年前に鷺沼に引っ越してきまして、そ

のときは鷺沼に知っている人とか１人もいなかったんですよね。でも何か、結構いろいろ面白いお店とかが

あるなみたいな、それこそ、ふらっと宮前区とかを見て知って、こういうのを、僕もともと学生の頃に何か

映画サークルみたいに入っていたんで、ちょっと短い３０秒ぐらいのショート動画みたいなやつとかを撮っ

て発信したら面白いかもなみたいな感じで、インスタグラムとかで発信し始めたんですけど、アートと言え

るほど全然大層ではないですけど、でも何かそういう活動していたら、結構あれよあれよみたいな感じでつ

ながる方が増えて、鷺沼でとか、宮前区で暮らすのが楽しくなったなみたいなことを思っていて、だから何

かもう少しやっぱりそういうアートでつながる体験みたいなのを増やしていけたらいいなと思います。 

 何ができるかなみたいな話で言うと、やっぱりさっきも、最初のところかな。課題にあったと思うんです

けど、発表する場所が少ないみたいなお話ですかね。結構あって、いろんな場所で飾ってみようみたいなお

話とかも今日もたくさんその講演のお話とか、朝倉さんの病院のお話とか、いろいろ出ていたと思うんです

けど、何かやっぱりＳＮＳでアートを発信するみたいなことをお手伝いできたらいいかなというのはちょっ

と思って、それもやっぱりただ発信するというよりかは、さっき和泉さんとか、京森さんとかもおっしゃっ

ていましたね。そういうプロセスも含めてつくる、発信することで、何かより身近に感じてもらいながら、

いろんな人にアートの魅力、宮前区のアートの魅力みたいなのを知って、その先で、ちょっと宮前区で暮ら

すの楽しいなみたいに思ってもらえることも増えたらいいかなと思いました。 

 

市長：ありがとうございます。鷺沼に越してから２年間ですか、まだ。 

 

石川さん：そうですね、今２年たちました。 

 

市長：すごい急速な勢いでつながっていますね。２年間でこんなに友達を増やしている人というのは世の中

にそんなに多くないと思うんですけどね。コミュニケーションの強さというのをすごい感じますね。 

 

石川さん：ちょっとオフラインのコミュニケーションは弱いんですけど、オンラインは得意です。 

 

市長：なるほど。すごいですね。 
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石川さん：本当ですか。 

 

市長：安藤さん以外は、皆さんちょっとコメントいただいたんですけど、ちょうど１５分までが第１パート

なんで、ちょうどいい感じで今１人ずつしゃべっていただいたと。やっぱりここは最後は、安藤さんに少し

まとめのような感じで、１部を締めていただくコメントをしていただければありがたいんですが。 

 皆さんのご意見を聞いていかがですか。 

 

安藤さん：そうですね。私がまとめると、ちょっと全部とっ散らかってしまって終わりそうな気もするんで

すけれども、やっぱりいろんな方に今回、私のほうからも集まっていただくようにお声がけさせていただい

たんですけれども、本当にいろんな職業の方々がいらっしゃるので、もう意見の幅がすごい広過ぎて、ちょ

っと私としてもびっくりしている、前回もそうだったんですけれども、状態ですね。場所とかも本当に公園

のことも広がりが出ましたし、何か可能性がすごい満ち満ちているような状態に思いました。 

 

市長：ありがとうございます。いや、こういう車座は初めてだなと思って、作品がプロセスまで見えちゃっ

ているという。もう４５分間でここまでアートが出来上がっていくプロセスをみんなで見ながら会議してい

るって、すごい新しいなと思いながら、ちょっと感動的です。 

 

＜アートをマッチングする仕組みづくりについて＞ 

市長：では、これから第２部で、今まで皆さんいろんなお立場から、いろんなアートの可能性とかいうもの

についてご議論いただきましたけれども、これからどうやったら具体的にマッチングしていくのかという仕

組みづくりを考えようというふうなことです。できれば、今日全てを答え出すわけでは全くないんですけど、

せっかくつながり始めたもので、１つでも２つでも具体的な、こんな形でつながるよね、可能性あるよねと

言ったらやってみようというふうな形につながっていければいいなというふうに思うので、確かにここの宮

前の美術館というか、区役所美術館というのはもうプロデュースしていただいて、いろんな人たちが関わっ

ていただいたことによって、今までになかったよねというものがつくり出せたと思うんですが、これが単発

の話ではなくて、どんどんいろんなまちのあちらこちらでというふうな仕掛けというふうなのが必要だと思

うんですよね。 

 実は市民ミュージアムが、水害によって令和元年、台風のところで水没させてしまってというところから、

今度は新たなミュージアムというふうなものが、生田緑地の敷地内のほうに移設をして始まるということな

んですけれども、単純にもう一回新しいミュージアムを造りますということではなくて、そうではなくて、

あそこはセンター機能がありながらも、まちの中で、まちなかミュージアムというふうなのを市内全域で広

げていければいいなというふうに思うんですね。 

 だからいろんな資源がある、この区役所もそうかもしれないし、空き家もそうかもしれないし、それこそ

喫茶店なのかもしれないし、街なかのいろんな資源をどんどん、病院かもしれないしというところは市民の

皆さんがアートというものを自らを表現していく場、あるいはそこで感じられるとか、鑑賞できる場もそう

だしというふうな、いろんなところのまちなかミュージアムというのを、例えばことラーさんを中心にとか

というふうな形で展開していく。 

 そこのミュージアムと街なかのいわゆる地域資源のミュージアムというのが、何となく親和性を持ったよ

うな形でつながっていければいいなというふうに思っているんですね。まさに、この宮前から始まっている

取組というふうなのを次々と展開していくことによって、市内全域がアートの世界になっていくというふう

なのは、ちょっと妄想ですけど、思っています。 
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 なので、ちょっとそこのマッチングする仕組みについて、仕組みというかな、何だ、どうやったらできる

んだというふうなことを、少し具体的な話みたいなのに移っていければいいなというふうに思っていますけ

ど。 

 もう一回、宮本さんから行きますかね。すみません。 

 

宮本さん：何を話せばいいでしょう。 

 

市長：つながっていく仕組みづくりですね。このテーマについて。 

 これ、休憩はないんですよね。そのまま通しでいくということですね。 

 マッチングする仕組みというふうなのを。 

 

宮本さん：マッチングの仕組みか。 

 

市長：いろいろと今の空き家の話もまさにそうですよね。 

 

宮本さん：はい、もうまさにマッチングですし、マッチングとなると、やっぱりシステムのほうのバックグ

ラウンドの話も多いなというふうに思いますし、それがもうほぼ全てというか、あとはアーティストの方と

店舗をつないでいく、プロデューサーみたいな人が必要だったりとかという、マンパワーがある程度、意外

とマッチングは簡単なように見えて泥臭い部分がありますし、本当に駆けずり回って店舗とアートをつない

でいきたいんだということを認識させた上でのマッチングなので、そこをどれだけ人を割けるのかとか、簡

単に仕組みというのはなかなか難しいなとは思いますけど、マッチングの仕組みはちょっと一旦置いといて、

人がわくわくするものがどれぐらいそろっているかというところですかね。 

 アートといったって幅広いですし、絵だけじゃないしというところ。あとは、僕はテレビをやっていて思

うのは、メリットがないと動かないというのがあって、人は。そう簡単には動いてくれないという。だから

基本何かの役に立つんだよというところの打ち出し方、僕はアウトドアの番組をもう４、５年やってきて、

コールマンさんとかと、やっぱりアウトドアグッズでも防災にかなりひもづけられているんですね。もうあ

れさえあれば本当に生き延びられるなというぐらいのグッズがあるので、僕の家にもそれ全部そろっている

んですけど。 

 そういった防災と言っちゃうとなかなかぴんとこないけど、アウトドア×アートという形から防災とい

うところにひもづけていくとかという、人工の流れの導線のつくり方をうまくしていかないと、アート×

防災ですと言っても人がぴんとこない、動かないという。今は富士山の件もあるし、防災にぴんとくる方も

たくさんいらっしゃるとは思いますけど。 

 仕掛けの部分でいうと、キーワードが防災でいいのかどうかとか、もうちょっと柔らかい表現にしたほう

がいいんじゃないかとか。ちょっとマッチングシステムは分からないです、僕は今。言えることとしては、

どうやってアート×○○の部分に人が共感をしてくれるかというポイントを何個つくれるかによって、人

の関係人口が増えたり、動きが始まると思うんですよね。 

 この安藤さんが考えられた、このプロジェクトにも共感があったから人がこれだけ動くし、その辺がなか

なか難しいと思うんですよね。やりましょうでやるものでもないし、皆さん、本当に動かないから。自分事

にどう切り替えさせていくかというところが、僕がふだん考えているプロデュース業の部分ですかね。 

 ごめんなさい。そんな感じです。 

 

市長：いやいや、ありがとうございます。 
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 渡邊さん、いかがですか。 

 

渡邊さん：やっぱり思うに、マッチングを成功させるには、既存のインフラとアーティストがいれば物がで

きるマッチングじゃないと思っていて、やっぱりここには施策もそうですけど、やっぱりストーリーが大事

なんじゃないかと思うんですよ。なんでこれをやりたくなったのか、だから動くのか。バックキャストで落

としていかないといけなくて、もう本当に今ライブアートでやっている、あのチョークも普通のチョークで

やっているわけじゃないじゃないですか。あえてキットパスでやっている。何でキットパスが大事なのか。

それは貝殻だったり、いろんなものが廃棄されるのを、何とかうまく有効利用して処理してあげたい。でも

これが、例えば遊びだったり、アートになったりするからというストーリーがあるから、みんな物を買った

り、川崎市で広めていく話になっているわけですよね。 

 多分ストーリーがすごい大事で、うちの病院も、病院をやっているんですけど、病院も前に、数年前まで

はコロナを診るために、コンテナハウスが幾つもあるんですね。コンテナハウスは処理するのに物すごいお

金がかかるんですよ。だから、ある程度収まってきたら、単なるコンテナハウスが並んでいるだけになって

いるんですけど、この前コテツさんとか、ホリプロさん経由でスペルノーヴァの方々とかも話をすると、実

はそのアーティストの方々は、おまえ部屋を見たことあるのかと、見せてもらったんですけど、小さい部屋

の中に、もうでっかい作品が置いてあって、これ、寝られるのかというぐらい狭い部屋で一生懸命書いてい

るんですよね。売れるまではここにどんどん置いていかなきゃいけないということになると、寝る場所もな

いんだなというのがよく分かったので、この方々と自分たちのイシューとどうやって結びつけるかというマ

ッチングを考えると、だったらコンテナハウス、ほぼ無料でいいので貸しますと。 

 逆にそういう方々が夜中中でもいてくれると、うちはどうせクーラーもつけっ放しだし、警備員もいるし、

電気絶対払わなきゃいけない。だけどその人たちが来てくれることで、セキュリティーのレベルは上がるわ

けですよね。電気をつけっ放しになるし。彼らはレンタルスペースを借りたいんだけど、深夜は使えない。

でも思い浮かんだときに多分書きたいでしょう。でも２４時間使えるんですよ。そのスペースを、うちだっ

たら。だったら使ってくださいで、今、実は病院の前のコンテナハウスは若いアーティストさん方に使って

いただいて、アトリエとして使ってもらったりしています。だから何かお互いの問題点とお互いのメリット

感を、うまくストーリーづけさせて動くから初めてうまくいくのかなと。 

 この前も万博でちょっとイベントをさせていただいたんですけど、万博のときもやっぱり理由があって、

万博に行ける子供たちは楽しめる、まあそれはそうだろう。金を払って行ける。だけど、金を払ってでも行

けない子たちだっているわけですよ。この子たちを何とかしてあげられないかというのが万博会場から話が

来たので、自分はお手伝いをして、全国中の小児病棟とつないだんですけど、今日ちょっと資料をお持ちし

ているので後で見ていただければと思いますけど、多分このストーリーがあるから、このマッチングがうま

くいって、物が広まっていって、それに対して、例えば今回もＮＨＫさんとか情熱大陸をつくってくださっ

たプロデューサーだとか、プロボノで映像をつくってくれたりしているんですけど、そういうのに広がって

いって、いいものになっていくのかなと思っています。いかがですかね。 

 

市長：いやいやいや、宮本さんも渡邊さんもおっしゃっていること、本当一緒だなというふうに思いますし、

何かプラットフォームのルートをするような、マッチングするような何か組織があればそうなるものではな

くて、１つ１つに思いだとかストーリーというふうなのがあって、それに共感できるようなものというふう

のじゃないと、誰も寄ってこないというか、そういうものにはならないということ表現していただいたとい

うふうに思います。 

 皆さんいかがですか。 

 ちょっとプロデュース系ということで、和泉さん、いろんなことを仕掛けてこられていますけど。 
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和泉さん：ごめんなさい、いま離席していて、ちょっと途中からしか聞こえなかったんですけど、何かすご

いおっしゃっていること、よく分かるなと思って、ストーリーが、仕組みが先行しても形骸化しちゃうなと

いうのはすごいあるかなと思って、それをどう仕組みと、多分今日の課題で言うと仕組みと、それを回すた

めのプロセス、ストーリー、ナラティブ性みたいなものをどうデザインするかだと思うんですけど、何か今

ちょうど３人横並びですけど、４人鷺沼なんですけど、僕らは鷺沼の駅が再開発されるに当たってのグラン

ドビジョンというのを弊社のほうでつくっていて、その中の一環で、まちがどんどん再開発していくと、結

局、フラットパネルというか、仮囲いがどんどん増えちゃって、寂しいまちになっていく。 

 それの中でもどんどん住み続けたいと思えるような、シビックプライドの醸成みたいなものを並行して行

っていますという形なんですけど、その中の、それを例えば、いきなり線としてやるというよりも、どっち

かというと、僕らは点をいっぱい打ちながら、それを線にして最後は面にするみたいな、何かそういうプロ

セスをデザインしているんですけど、その中の一環で、うちが経営している駅前の飲食店の壁面とかは、基

本的にギャラリーとしても使えるしみたいな、そこで出会った人たちがどんどん主体性を帯びながらまちづ

くりに参加していくみたいなプロセスを今、描いているような状態なんですね。 

 今フェーズ３ぐらいに入ってきて、ちょうど今、皆さんの力で、鷺沼のフリーペーパーみたいなのを作っ

て、ちょうどこの間創刊したんですけど。何かこれもやっぱりシビックプライドというか、鷺沼のまちに住

みたいとか働きたいとか住み続けたいとか、そういうふうに思ってもらう人を増やしながら、さらに言うと、

関わることによってどんどん主体性を帯びながらまちづくりに参加していくという、何か点から線に行くよ

うなデザインの途中での今、行為なんですけれども。 

 何となくマッチングをいきなり線にするというより、点をいかにつくって、それをネクストで線にしても

いいのかなとか。何かそんな感じも少ししますけどね。 

 

市長：なるほど。鷺沼の駅前では、まさに、エリア的にどう点をプロットしていくみたいな作業を、今から

いろんな人たちを巻き込んでやっていくというふうな形ですか。 

 

和泉さん：そうですね。一応場所としてはさっきの安藤さんの活動されている場所があったりとか、あと

我々が経営している飲食店があったりとか、何かいろんな、稲木さんの不動産の店舗があったりとか、多分

いろんな結構、何かすごいプレーヤーたちがいっぱいいるんですけど、そういう人たちがみんな力を合わせ

て、そういうことをやり始めることによって、点がどんどん線になって、１つの成果物を目指していくみた

いな。 

 ただ、いきなりそれをやるというよりも、どっちかというと、個々がすごい、スーパープレーをずっとし

ている人たちがいっぱいいるじゃないですか。どのエリアでも多分すごいプレーヤーたちがいっぱいいるは

ずで、何かそういう人たちと話しながら、どういうことをやろうよみたいなことが、点がしっかりしている

んで線になっていくみたいな感じなんですけど。 

 そうですね、我々は今そういうフェーズにいる感じですかね。 

 

市長：ちなみに今日ここに集まっていただいている方たち、皆さん大体ご存じ、お互い知り合いですか。つ

ながっていたりします。半々ぐらい。 

 例えば京森さん、皆さん、この辺ご存じですか。 

 

京森さん：いや、知らないです。 
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市長：なるほど。宮本さんは。 

 

宮本さん：ラジオで朝倉さんと和泉さんと。石川さんはこの間、別件でお話しした。 

 

市長：なるほど。だから、何となく今日この場で、この人こういうことをやっているんだみたいなことが分

かってくるということですか。 

 

朝倉さん：話していてめちゃくちゃつながるイメージがめちゃくちゃあるんですけど。 

 

市長：そうですよね。朝倉さん、鷺沼でとおっしゃっていますものね。 

 という形からすると、本当そうですね。新たなつながりというふうなのは、また点が生まれていきそうな

気がしますね。なるほど。 

 でもこれ、本当にまだ、アーティストの方だとか、こういうことに興味がある、あるいはアーティストじ

ゃなくても、例えば福祉施設の皆さんだとか、こういうような取組をやっているんだ、あるいは病院だとか、

診療所だとかというふうな、いろんな方たちも、渡邊先生のように何か、こういうのだったら使ってもらっ

たほうがお互いいいんだけどなみたいなことを、そういう取組みたいなのは、なかなか気づく人はそう多く

はないと思うんですよ。 

 だから、どうやってそこを立たせていくかなという、その気づきに変えて、面白い、自分も参加しようか

なというところまで持っていくかというのは、すごく先ほど宮本さんがおっしゃったように、そんなに人が

もうむちゃくちゃばっとが動くわけじゃないよと。なかなかお尻は重いみたいなことなので、どうやったら

そこが出てくるかなというのは、和泉さんからすると、面白いものを点でスーパープレーヤーがぽんぽんや

っていくと、そう立ってくるという感じですかね。どういう感じだろうか。 

 

和泉さん：そうですね。今、鷺沼の駅前でやっているＳＵＢＵＲＢという飲食店もそうなんですけど、一方、

中原区でやっていたＣＨＩＬＬという複合施設もあって、これは食とアートと音と映像と、４つのキーワー

ドを基にやっていた複合施設なんですけど、京森さんもそこにいらっしゃっていて、何かそことかは京森さ

んのようなすごいアーティストさんとか、あとほかにも結構今、全世界で活躍しているアーティストさんと

かもいたりするんですけど、そういう人たちを際立たせるというとちょっと失礼ですけれども、そういう人

たちがいるんですけど、ただ、飲食店なんで、１日何百人の人が普通にご飯を食べに来る。 

 その普通にご飯を食べに来る人が、ちょっと言葉を選ばずに言うと、強制的にアートに触れるみたいな、

何かそういう動線デザインをしていて、なので、飲食店は通常のセオリーではなかなかないと思うんですけ

ど、３階建ての３階にありますと。普通路面店にあったほうがいいと思うんですけど、経営だけを考えると。

ただ２階のアートゾーンを必ず通っていかないと飲食店に行けないというデザインをしていて、そうするこ

とによって、ふとした、ただ歩いているだけなんですけど、アートが押し寄せてくるみたいなものをやって

いたんですね。 

 なので、何ていうのかな。スーパープレーヤーたちみたいな人たちがいることによって、そこを通るみた

いなデザインをすると、必然的に普通にご飯を食べに来たという、そうじゃない、さっきお尻が重いと言っ

ていた人たちとかも、普通に触れられるということをゾーニングとしてデザインしてあげると、意外にそう

いう人たちも、何だろう、少しボトムアップをしていくというか、ちょっと言葉はすみません、選ばずに言

うという感じなんですけど。 

 

市長：なるほどね。ありがとうございます。 
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 ちょっと今までのところを聞いていて、困ったので、齋藤区長に話を振りますが、どうですかね。今、聞

いていて皆さんの。 

 

区長：そうですね。ちょっと初めて今日しゃべりますけれども、そもそも私もアートは、すごく今まで話を

聞いていて、狭い範囲でしか考えていなかったので、写真、絵とか、そういう物でしか捉えていなかったと

思うんですけれども、やっぱり今ずっと話を聞いていると、結局アートで何がというと、人と人とのつなが

りが今、大事なんだという話に落ち着いてくるのかなというふうな、自分の中ではちょっとそういう形で。 

 今、最後のほうで和泉さんが言いました、人が、スーパープレーヤーがいれば、そこから少し広がってい

く、線になっていくというような話というのは、ふだんの我々が言っている、いろんな場面でのこれから必

要になってくる人と人とのつながりみたいなところの、まさに同じ話だなと。そこにアートがどういうふう

に開催して、それにつながっていくのかなということを今、考えていたんですけれども。 

 そうやって人がいるところは、自然に多分そうやって広がっていくというものも生まれているんだなと。

今まで聞いている中では、もう既に宮前区の中に、この中の人たちがつながって、いろんなことをもうやら

れているということも分かりましたし、その中で私が知っていることも本当に少なかったという、本当に一

部分しか見えていなかったなというのを感じましたので、行政のほうが無理くり何かやらなくても、皆さん

が自分たちの力でいろいろ動いているということがよく分かりましたので。 

 それが、そういうスーパープレーヤーがいない場面で、じゃあ行政としてどうやって関われるのかなとか

ということを、それがマッチングで必要な部分になってくるのかなというところを今、聞いていて感じたと

ころです。まだ全然、ですから答えとして自分の中でもできていないんですけれども、この場を提供したり

とかという、何か仕組みをこういう仕組みですというふうに用意するよりも、自然に皆さんのやっているこ

とを紹介したり、表に出していけば同じようなものが生まれてきたりするんじゃないかななんていう、そう

いった可能性もちょっと感じてもいますので、どういう形がいいのかというのは、ちょっともう少しお話を

聞きながら私も考えたいなというふうに思います。 

 

市長：ありがとうございます。 

 この区役所での取組を、安藤さんはどうやって人をつなげていったんですか。 

 

安藤さん：先ほどちょっとお話ししたように、３年半ぐらい前から、私自身が、都内での仕事はそれまでし

ていたんですけど、そうじゃなくて自分が歩いていける範囲で活動しようと思って、まちの様子を見るとい

うか、自分で歩いていける範囲の場所でつながり始めたんです。それが何だったかというと、お祭りに出て、

そこにいらっしゃる、ちょっともう今、帰られたんですけれども、高齢の方がいらっしゃって、その方に話

したら、その方が誰かを紹介してくれたりとか、本当に誰かが誰かを紹介してくれたりとかというものも多

くあったなという印象ですね。つながっていったという。 

 

市長：ここのいわゆる区役所での活用みたいなミュージアムというふうなのは、これはアーティストだとか、

例えば宮本さんにつながっていくとかというふうなのは、どういうふうな話なんですか。 

 

安藤さん：例えば宮本さんで言うと、鷺沼に鷺沼商店会とかの副会長をやっていらっしゃる佐々木良司さん

という方がいるんですけれども、その方と、みやまえＢＡＳＥでつながりまして、みやまえＢＡＳＥの中で、

佐々木さんから、何て言ったらいいんでしょう。こういう会議があるよというので教えていただいて、その

会に出席すると、宮本さんがいたというような状態で、何か自分が出向くことで、つながったご縁というの

が、今のこのつながる美術館をほぼほぼつくり上げているという状態ですね。 
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市長：なるほど。ということは宮前区のソーシャルデザインセンターである、みやまえＢＡＳＥが１つのハ

ブにはなったということですか。 

 

安藤さん：なっています。 

 

市長：なるほど。そうか。というのは、こういうつながる美術館みたいな取組が区内のいろんなところで

次々とできていく仕組みというのは、一体どういうふうになったら、つながっていくんだろうかというのは、

せっかくだからこういうのは、至るところでやりたいじゃないですか。 

 

安藤さん：ありがとうございます。 

 

市長：なので、そうしたらそれをやるためにはどういうふうにしていったらいいんだろうというのが、ちょ

っと、そのストーリーが大事なんですけど、誰がまず、皆さんという、参加しませんかという手を挙げるの

と。それに、その共感するストーリーがあって、皆さんがつながってくるんでしょうけど。いや、結構それ

なりに泥臭くやっぱりやらないと、結構大変な話だと思うんですよね。区役所でのこのつながる美術館も結

構大変な話だと思うんですけど、こういうものが持続的にやっていくためというふうなのは、それなりに何

らかの、仕組みづくりのことばっかり言ってもしようがないんですけど、でも、どうやったらそれが仕掛け

ていけるのかというのじゃないと、このまま終わったら次につながりませんでしたというのだと、ちょっと

寂しいよなと思うんですけど、そこの、もうワンひねりみたいなのというのを、ちょっと誰か教えてもらえ

ませんかということなんですけど、いかがですかね。 

 お願いします。朝倉さん。 

 

朝倉さん：今ちょっと皆さんのまた話を聞いていて思ったんですけれども、私ちょっとカイロプラクティッ

クの関係でアメリカのニューヨークに住んでいた経験があるんですけれども、特にマンハッタンというあの

土地は非常に狭いエリアの中で、今、聞いていて思ったのがマンハッタンはすごく特徴的で、ゾーニングが

すごくしっかりされている。自然発生なんでしょうけれども、例えば昔かつてデザイナーの若手の人たちが

ソーホーに集まり出したとか、若手のアーティストだったらオフブロードウェイじゃない、僕が住んでいた、

何だっけ、ロワーイーストサイドとか、そっちのほうに自然発生していくとか、ブルックリンのほうで黒人

主体の何かが集まっていくとかという意味で、ある種のさっきの点の、点というか、シールのつながる絵が

あるじゃないですか。それと一緒で、どこかにプロットしたときに、そこから自然発生してくるこのゾーン

が強化されていくというのかな。 

 今、皆さんがそれぞれ点で活動しているのが散らばっていると、なかなか集合していかないんですけど、

さっき誰か貼ったときにその周りに何かシールを貼られていたというような話もあったように、何か、例え

ば区の中で特区じゃないけど、こういうことはここでやっているよねみたいな、その認知しやすいポイント

があると、そこに集まっていく。まさにさっき宮本さんがおっしゃったように、例えば有馬の何丁目か分か

らないけど、何とのここというところが最初の一点かもしれないけど、その周辺で何かアーティストなりと

か、何かこういうことやりたいという人が集まれば、あそこに行けばこういうことをやっている人たちがい

るよねみたいなことが自然発生していくような、そのエリアのゾーニングをちょっとつくっていくような、

きっかけを最初に立ち上げていくのがいいのかなみたいな。 

 そうすると、ソーホーに行けばデザインだし、ミートパッキングエリアに行けばレストランだし、ジャズ

がいっぱいあるしとか、何かそういうのがイメージが湧きやすいじゃないですか。そうすると、そこに動線
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ができるんで、例えば路線バスのあれが活性化していくのかとか、あそこへ行くんだったらもうこの路線が

もう一番Ａラインに近いあそこだとかというのが分かりやすくなっていくように、何かそこが強化されてい

くのかなというふうに、ちょっとまだ漠然とですけど、そんなゾーニングの必要性みたいなのを感じました。 

 

市長：なるほどですね。ありがとうございます。 

 何か先ほど渡邊さんが病院で電気代は払っているし、セキュリティー上、いてくれたほうがむしろいいん

だよというふうな、そういうものをつなぎ合わせるというか、どうやればいいのかなというのは、例えば公

園をもう少しうまく使いましょうというふうにやったときに、例えば小林さんのところが公園も少し管理を

していただいているというふうな話から、もう少し、例えば、ここから宮前区に１つだけしかないそういう

公園というよりも、例えばアート公園の回廊をつくりましょうというか、回廊というか、４つ、５つポコポ

コと、そういうことをやっている宮前区の公園はそんなことをやるんだというふうなのが周知されていくと

いうふうな話になっていくと、何かとても面白いよなと。 

 今、さっきの特区の話じゃないですけど、宮前区の公園はそういう活動がなってきているんだよねという

のは、あそこのルー大柴さんの健康体操は宮前区すごい盛んですけど、ああいうような形で宮前区の公園は、

こういうアート活動が結構あるんだよねというふうなのが、ポコポコできてくると、何となく雰囲気が立っ

てくると。 

 それには、例えば、道路公園センターと地域の方たちと、そこの地域に、近くにいらっしゃるアーティス

トなのかもしれないし、あるいは病院なのかもしれないし、施設なのかもしれないしというところの、ひと

つこういうところのチャレンジをしたいんだというふうなものが、それぞれの公園にテーマがあってもいい

ですし、そんなような形というのはどうかなと、今、皆さんの話を聞いていて思ったんですけど、どうです

かね。 

 小林さん、何かご意見ありますか。 

 

小林さん：ありがとうございます。すごいいいと思います。 

 

市長：何ていうか、子ども食堂にも関わってもらいたいし、地域の人たちだとか、あるいは診療所の人たち

かもしれないし、いろんな人たちに関わってもらいたいと。でもそれが食べ物とプラスアルファの、例えば

公園でもこういうふうなつながり方をしましょうといったときに、いわゆるストーリーを書いて共感してく

れる人たちが公園で表現していくとかというふうなのはありですよね。 

 

小林さん：もうすごくいいと思います。 

 

市長：そうすると、何となくやっている子ども食堂だとか、カフェだとか、みんなにとってのいい循環に入

っていったら、何か面白いスポット、ひいてはちょっとエリアというふうになっていくのかなという気がし

ますね。 

 

小林さん：本当、すごくいいなと思っていて、自分が管理をさせてもらっているというところで、やらせて

もらっていることが、公園の看板作りというのをやらせてもらって、その看板は大きな木の板に子ども食堂

のときに来てくれた子供たちと、みんなで絵を描いて、それをその公園の看板にする、掲示板にするという

のを川崎市の方に協力していただいて、やらせてもらったんですけど、やっぱり地域の方がこうやって参加

をして、何かちょっとでも関わる、それが公園に看板として設置されるとかということが、地域の人たち、

参加した人たちにとっても、その公園に少し愛着が湧くとか、公園に行くのが楽しくなるとか、何かそうい
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う１つの楽しさ、人と人がつながるとか、そういうことになっているのかなというふうに思いながら、やら

せてもらっているので、そういった公園をアートで、何か盛り上げるというか、楽しむというのはすごくい

いなと思いました。 

 

市長：ありがとうございます。 

 京森さんのベンチの、この区役所でのベンチのプロジェクトをやっていただいたことによって、ある意味、

規格された市販のベンチというものが、世界で唯一のベンチになってくるわけじゃないですか。そこで初め

て、私たちの区役所のベンチというふうになっていくというような気がしていまして、今、公園も行政が持

って管理をして、そして地域の皆さんにかなりの部分をお手伝いいただいて、メンテナンスしていると。だ

けどあくまでも公共という、いわゆる公のほうですね。共というよりも、公のほうの公園になっていて、コ

モンズにはなっていないと。市民の共有財産、私の、私たちの公園というふうになっていないというふうな

のが、実はすごく大きな課題だと思っていて、そうしていくためには、少しそういった、例えばベンチ１つ、

そうなんですけど、画一的なものから自分たちのものにしていくという、そのプロセスというのがとても大

事だなというふうに思うんですけれども、京森さん何かコメントいただいてもいいですか。 

 

京森さん：私たちのものというふうに感じることという、そうですね。 

 ベンチ、参加してもらいながら行うということは１つ、そういった地域の人を、あそこのベンチ自体は１

００人の子供の手の記憶というお名前、タイトルにしているんですけど、そこに関わった子供たちの、それ

ぞれがそこに参加したことで、大人になったり、いろんな成長して、でも公園というか、その広場にあるベ

ンチはずっとあり続けて、そこに、それを見るだけでとか、そこを利用することで、その都度記憶として何

か思い起こさせるものもあるなと思いつつ、それと、地域の方があそこにああいうものがあってという、そ

この場所にカラフルなベンチがあって、それが大人になったり、関わっていない人でも、あそこで利用する

ことで記憶として残っていくみたいなことが１つ、ああいうパブリックな場所にあるアートとか、何か作ら

れた物の価値なのかなというふうには思っていて、ただ、全体の話をちょっと聞きながら思っていたことは、

さっき言われていたように、人はなかなか動かないよみたいなことがあって、それは、何かしら利益という

か、何かしらの目的意識を促すようなものがないと、１つ動かないみたいなものがあるなとは思っていて、

それは１つ予算だったりもするかもしれないし、社会的な意義をその人が感じるかどうかだったり、いろん

な要素が入ってくるんじゃないかなと思っていて。 

 美術家の視点でちょっとお話をさせていただくと、もともと展示したい区民と展示したい店舗みたいなと

ころが、前回のお話の中であったときに、アートを自分で作りたくて、でも駆け出しのときとか作っていく

んですけど、展示する場所というところがやはりないという中で、その情報を知りたかったりとか、どうい

う場所があるんだろうとか、あとは、アートはいういろんな言葉とか意味合いとかがあるなと思っていて、

駆け出しの作家さんとか、アートだけで生活をしていきたいとなると、そのアートを飾って、それを販売に

つなげていって、それを生活の糧にしていかなきゃいけないというフィールドワークになってくるかなと思

っていて、それとは別のアートもあるなと思っていて、生きづらさの中で生まれてきたものとか、自分がこ

れを作って人と共有したいよみたいなものたちもいっぱいあるんじゃないかなと思っていて、そういったも

のたちと、以前の座談会のときに、カフェをやっている方がいて、その方は展示するスペースがあって、情

報が共有できていないんじゃないかということで、そういった人同士がどうやって知れるかみたいなことの

中で、何かマッチングできる可能性を探ったらいいんじゃないかなみたいな話が上がったと思っているんで

すけど。 

 さっき言っていたアート活動をしている人だと、場所性とか自分が活動をするのにその場所でやる意義と

かということを考えざるを得ないことが結構たくさんあるなと思っていて、ちょっとうまくまとまらないん
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ですけど、そうですね。場所、ごめんなさい、ちょっと分からなくなって。 

 

市長：いやいや、ありがとうございます。やっぱりアートの、ちょっとざっくりした言葉ですみません。ア

ートのまちというふうになっていくためには、いわゆる生態系がちゃんとになっていないとなかなか難しい

と思うんですよね。アーティストが住みたいとか、アーティストが次々に生まれてくる環境だとか。先ほど

今、宮本さんが言われたような展示する場所があるとか、見てもらえるとか、表現を評価してもらえるステ

ージがあるとかというふうなものがないと、何となく生きづらいエリアになってしまうので、そういったも

のを、その生態系をどうやってつくっていくかという感覚で考えていかなくちゃいけないと思うんですけど、

そこに若干の、ご指摘されたように、人が、物が動くためには、やっぱりファイナンスのところがすごく大

事だと思うんですよね。お金がどういうふうに回るのかというところじゃないと、みんな全員どこまでが手

弁当でできるんだろうとかというふうに思うと、それもどうやってやるかというのを考えなくちゃいけない

と思うんですけど。 

 先ほど朝倉さんがニューヨークの話をされていましたんで、ニューヨークのマンハッタンにある、あるす

ごい、とんでもなく治安の悪い街なかの公園が、物すごくきれいにすることによって、維持管理を徹底的に

やると。そうすることによって周りの不動産価格がざっと上昇して、そこの平米当たり、本当に僅かのお金

を、地価上昇分を乗せて、そこを皆さん、オーナーからいただいたものを、公園の維持管理に回していくと

いう、世界で最高の公園になっていっているというような、そういう仕組みづくりがあるわけですよね。 

 そういうものというのを、どう、先ほど言った緑のところも、アートのところも、どうやって回していく

か、持続可能にというふうなことをやっていかないと、何となく、いわゆる税金でもってずっと回していく

というのは、それは全然持続可能なスキームではないので、どういうふうに１つ１つのストーリーを、どう

いうストーリーだから、こういう人に入ってもらって、そのファイナンスもどうやってやったらいい形にな

るのかなということも考えていかないと、なかなか持続可能にならないなというふうに思っているんですよ

ね。 

 ですけど、大分時間がきているので。 

 お帰りなさい。ありがとうございます。 

 物すごく今日のまとめ方がもう、いまだかつてないほど、車座、まとまらないんですが、しかし今日はむ

ちゃくちゃ刺激的だし、次につながるなというふうに思っています。課題を次に持ち越していくということ

がすごい大事だと思うんです。今日いただいたようなお話というのを、どうまちづくりに、区づくりに生か

していくのかというふうな、いろんなヒントがあったと思うので、これを、こういう形で、まず公園、こう

いう形でやってみました、鷺沼のエリアで一緒にこういうふうな形でやってみましたという、点を打つとい

うふうな、いくつかの点を打ってみようということにはつながったというふうに思います。 

 今日お集まりのメンバーもそうですし、これからもっと関わってもらいたい人たちというのを掘り起こし

ていくというプロセスも、これからやっていかなくちゃいけないので、それぞれやっぱり分野があるので、

例えば不動産の業界で言っても、鷺沼中心から宮崎台のところにも声をかけておくよというふうに言ってい

ただくだけでも広がりが違ってくるしということを少し協働で、最初に動かすときは、やっぱりすごくパワ

ーがいる話だと思うので、最初に一緒にやらせていただけないかというふうなのが、ちょっと今日の私の感

想と、若干のまとめみたいな話にさせていただきました。 

 武藤さん、お帰りなさい。すてきな作品ができつつありますが、ちょっとコメントと、今いろんな議論し

ていたんですけど、思いをちょっとお願いします。 

 

武藤さん：ありがとうございます。ちょっと上で話、聞けないかなと思ったら全然聞こえなくて、すみませ

ん。全然ちょっと。私の絵のコメントだけちょっとさせていただきます。 
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 見に来ていただいていた方にもちょっと手伝っていただいたりしながら、ここまで完成させることができ

ました。宮前区、コスモスの花、区の花コスモスと、あと街と山と、それがつながって希望になるような、

そんなイメージで描かせていただきました。 

 ちょっとまだ完成していないところが若干あるので、この後１５分、３０分ぐらいだけ描かせていただい

て、完成とさせてもらえればと思います。ありがとうございました。 

 

市長：回しが下手で、皆さんの２巡目、全員行っていないので、ちょっとこれは言っておきたいというふう

な方がいらっしゃれば、最後コメント、１人、２人、行けますが、いかがでしょう。 

 では、石川さんからいきましょうか。 

 

石川さん：ありがとうございます。そうですね、何かやっぱりストーリーが大事だみたいな話を、結構今日

すごい身にしみたなと思って、あんまり全然システムみたいな話まではいかないんですけど、僕、最近、さ

っきちょっと宮本さんのお話にもあった鷺沼のＧｒａｖｉｔｙさんというお店の動画を撮ったんですけど、

それは、Ｇｒａｖｉｔｙさんがどういう思いで、どういう経緯でお店をやっているかみたいなことを物語を

語る、ストーリーを語る動画を作ったんですけど、それは結構３万回ぐらいかな、見ていただけて、１か月

で３０人ぐらい、実際にお店に来ていただけたんですね。 

 やっぱり何かそういうストーリーで人が集まるというのは、めっちゃ確かにあるんだなというのを結構実

感して、だから何かアーティストの方のストーリーみたいなのと、展示したいお店のストーリーみたいなの

を、さっき和泉さんがおっしゃっていたＣＨＩＬＬの事例みたいな感じで、うまく組み合わせて、新しいス

トーリーを作る動画みたいなのを撮ってみたいなと思いました。 

 

市長：ありがとうございます。もうそれで１本立ちましたね、何か。それはすごくうれしいです。最後の最

後ですごいいいコメントというか、宣言みたいなのをしていただいたので、よかった、１つ何か具体的なも

のが、よろしくお願いいたします。 

 

石川さん：ありがとうございます。頑張ります。 

 

市長：宮本さんは。 

 

宮本さん：最後の言葉としてふさわしくないと思うんですけど、ばかになりませんかという。僕はこれ、石

川さんと和泉さんに言ったんですけど、スポーツ阿波踊りを開発したいんですよ。みんなで、もうやろうよ

と盛り上がっているんですけど、勝手に、僕が。フロンタウンの加藤さんにもそれを伝えようと思っていま

す、今度。もうとにかく駅前とかで、僕たちが阿波踊りをして、カロリー消費をきちんとできる先生に計算

していただいて、病院の中も僕たちが練り歩くんで、おじいちゃん、おばあちゃんは両手だけでやってもら

う。子供たちは子供たちで、僕たちの周り、駅前で俺らが勝手にやっていたら、何かばかな人がいるな、鷺

沼ということで、愛していただけるんじゃないかなと。 

 まず、ばかな僕たちを見ていただいて、面白いことやっているな、じゃあ私たちもやるよというところか

ら共感を得て、ストーリーをそこから皆さんと一緒につくっていくと。その先にこのメッセージというか、

こういうものが皆さんと構築していけると思うんですよね。まずは、ばかになってみたいなと思っておりま

す。 

 以上です。 

 



29 

市長：ありがとうございます。もうその話は進んでいるんですか。 

 

宮本さん：全く進んでいないです。みやまえアートラジオで勝手にしゃべって、もうやろうよと言って、ど

うしようかなと思って。福田さんだし、言っておこうかなと思って。福田さんもぜひスポーツ阿波踊りを先

頭を切ってやっていただいて。 

 

市長：受け止めさせていただいて。 

 

宮本さん：それまでで大丈夫です。 

 

市長：ありがとうございました。 

 それでは、時間になりましたが、今日は本当に最後、何かがまとまるということではなく、これからさら

に進めていくための１つの大きな、前に進む一歩になったのではないかなというふうに思いますし、何かす

ごく勉強になりました。お互い学び合ったような感覚の車座ではなかったかなというふうに思っています。

ご協力に心から感謝申し上げたいと思います。 

 最後に齋藤区長から、どうやってこれを生かしていくかという、宣言みたいなのを、ハードルを上げてい

ますけど。 

 

区長：はい。ばかになります。言われなくても、もともとばかなんで、今みたいな話は、私もすごく楽しく

思いました。まずやってみるということも大事かなというふうに思います。 

 先ほどの１個立ちましたという話じゃないですけれども、それが本当にいくつか出てくれば、さっき言っ

た点が線になるし、宮前区ってこんなことをやっているんだということも発信できていくのかなというふう

に感じました。 

 そこに、行政が、区役所がどうやってお役に立てるのか。本当に一緒に考えたいと思います。アイデアが

あれば、どんどん言っていただきたいですし、それを聞いて、まさに次にこういう人をつなげればいいんじ

ゃないかという話も多分できるでしょうし、それがなくても皆さん今の話の中で、先ほども言いましたけれ

ども、本当にいろんなジャンルの方がつながっていっているんだなということも実感できましたんで、それ

を生かして、今後ともさらに発展させていくというか、つながりを広げていくというようなことをまずやり

たいなと思います。今日はありがとうございました。 

 

市長：まとめのまとめじゃありませんけど、やっぱり最初に言われた渡邊先生が日常のものにアートという

ような、その要素を入れていくと、やっぱりちょっと違うレベルというか、突然面白いものになっていくと

か、違う価値を生み出していくというふうな、その印象というのはすごく今日、強く残りました。 

 ですから、いろんな取組を重ね合わせることによって、宮前区って楽しいなと、宮前区って住んでみたい

なというふうな、そういうような、かつ、個々人がそれぞれのウェルビーイングにつながるような、そんな

ような取組が次々と生まれていくような、ちょっとそんな予感をした車座集会になりました。貴重な皆さん

の時間をいただいて本当にありがとうございました。 

 

司会：皆様ありがとうございました。 

 以上で、本日のテーマ、「アートでつながる宮前区」の意見交換は終了となります。 

 皆様、ご協力いただきまして誠にありがとうございました。 

 以上をもちまして、第７６回車座集会を終了いたします。 
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 本日はご参加いただき、誠にありがとうございました。 

 


